


　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
の
推
進
に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　来
月
13
日
に
は
本
町
施
行
20
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
10
月
に
記
念
式
典
を
挙
行

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
来
賓
の
み
な
さ
ま
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
賑
や
か

に
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　さ
て
、
こ
の
10
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
記
録
的
な
豪
雪
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
や
能
登
半
島
地
震
の
発
生
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
出
来
事
が
起
き
、
あ
た
り
前
の
日
常
の
尊
さ
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　地
方
創
生
が
求
め
ら
れ
る
中
、
福
井
県
に
お
い
て
は
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
に
と
も

な
い
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
が
増
え
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
県
内
全
線
開
通
も
数
年

後
に
控
え
る
な
ど
、
１
０
０
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

も
国
際
的
な
認
証
団
体
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ト
ッ
プ
１
０
０
ス

ト
ー
リ
ー
に
選
出
さ
れ
、
ま
た
、
伝
統
的
酒
造
り
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
観
光
や
商
業
に
お
け
る
大
き
な
後
押
し
と
と
も
に
、
町
内
で
は

新
た
な
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、
多
く
の
投
資
や
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
・
交
流
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
人
や
物
の
良
い
循
環
が
進
ん
で
い
く
一
方
で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
進
む
少

子
高
齢
化
へ
の
対
策
も
そ
の
一
つ
で
す
。
昨
年
か
ら
は
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心

身
と
も
に
す
く
す
く
と
の
び
の
び
と
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
病
児
保
育
や
子
ど
も
の

遊
び
場
な
ど
の
施
設
整
備
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
保
護
者
の
み
な

さ
ま
に
と
っ
て
も
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
な
ど
、
学
校
施
設
の
計
画
的
改
修

を
進
め
つ
つ
、
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
主
と
し
た
各
学
校
の
活
発
な
活
動
に
対
し
て
も

支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　高
齢
者
の
み
な
さ
ま
に
も
健
康
で
い
つ
ま
で
も
ご
活
躍
い
た
だ
く
た
め
に「
健
康
寿
命
の

延
伸
」を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
充
実
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
る
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
、
子
ど
も
の
遊
び
場
と
あ
わ
せ
て
整
備
し
ま
し

た
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
は
全
天
候
型
の
屋
内
運
動
場
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
健
康
増
進
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
高
齢
化
率
は
、
こ
の
20
年
間
で
、
24
・
５
％
か
ら
32
・
５
％
に
上
昇
し
て

お
り
、
今
後
、
全
体
の
約
４
割
を
65
歳
以
上
が
占
め
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

将
来
も
見
据
え
つ
つ
、
在
宅
診
療
・
訪
問
看
護
の
一
助
と
な
る「
町
立
在
宅
訪
問
診
療
所
」

の
機
能
を
生
か
し
て
介
護
の
質
と
量
を
高
め
る
た
め
、
福
祉
関
係
団
体
の
み
な
さ
ま
と
さ

ら
な
る
連
携
を
図
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　町
民
お
一
人
お
ひ
と
り
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
、
そ
し
て
、
全
世
代
が
と
も
に

育
み
な
が
ら
豊
か
な
未
来
を
紡
い
で
い
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
本
年
も「
心
」を
込
め
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
年
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

　
　

   

永
平
寺
町
長
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永 

充
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ニュースポーツ広場

　12
月
19
日
、
永
平
寺
町
子
ど

も
の
屋
内
遊
び
場（
愛
称
：
え
い

ぱ
ー
く
）が
松
岡
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー（
翠
荘
）２
階
に
開
館
し
ま

し
た
。
え
い
ぱ
ー
く
は
、
天
候

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
子

ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
遊
び
、

学
び
、
交
流
で
き
る
場
と
し
て

誕
生
。
延
べ
床
面
積
は
４
８
５

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
総
工
費
１

億
３
０
０
０
万
円（
う
ち
１
億
円

は
県
補
助
）で
セ
ン
タ
ー
の
多
目

的
ホ
ー
ル
を
改
修
し
て
完
成
し

ま
し
た
。
対
象
は
未
就
学
児
で
、

年
齢
に
応
じ
た
遊
具
や
コ
ー

ナ
ー
を
備
え
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
空

間
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　完
成
式
典
で
河
合
町
長
は「
子
ど
も
た

ち
が
自
由
に
体
を
動
か
し
、
友
だ
ち
と

協
力
し
た
り
、
新
し
い
発
見
に
出
会
っ
た

り
す
る
中
で
、
豊
か
な
感
性
や
社
会
性

を
育
ん
で
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
フ
ロ
ア
に
併
設
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
え
い
ぷ
ら
っ
と
）

も
あ
わ
せ
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
保

護
者
同
士
が
子
育
て
の
喜
び
や
悩
み
を

分
か
ち
合
え
る
、
つ
な
が
り
の
場
と
し
て

活
用
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　永
平
寺
町
で
は
、
子
ど
も
を
真
ん
中

に
据
え
、
地
域
全
体
で
成
長
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

モルックやボッチャ、スポーツ吹き矢、ダーツ、スティックリング、
ペタンク、ラージボール卓球が楽しめる「えいスポーツ」もオープン

開館時間　９時30分～16時30分
休 館 日　水曜日・年末年始

子どもの屋内遊び場愛称募集で、総数
161点の中から選ばれた「えいぱーく」
を名付けた大道葵葉さんとお母さま

授乳するための
個室３室を完備

式典でのテープカット

立体迷路や築山、エア遊具で遊ぶ
なかよし幼児園の５歳児30名

インクルーシブ遊具

ブロック遊具

え
い
ぱ
ー
く
詳
細

え
い
ス
ポ
ー
ツ
詳
細
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交通安全功労者知事表彰
源野 京子さん
　第42回福井県交通安全県民大会において、永平寺町松岡薬師在
住の源野京子さんが、令和７年度交通安全功労者知事表彰を受賞
し、11月28日河合町長を表敬訪問しました。
　源野さんは、昭和59年から41年の長期にわたり、永平寺町の交
通指導員として地域の交通行政に積極的に参加。毎朝、松岡西公
園の交差点で小学生の集団登校を見守るほか、幼児園や小・中学
校における交通安全教室や祭事などで交通指導を行うなど、現在
も永平寺町交通指導員会の会長として活躍しています。

町防犯隊年末特別警戒
　12月５日、永平寺町防犯隊年末特別警戒が実施
されました。永平寺町防犯隊約60名が、福井警察
署と合同で夜間パトロールを行い、犯罪の未然防止
に努めました。人の行き来が増える年末年始の慌た
だしいこの時期は、忙しさから防犯に対する意識が
薄れやすくなることから、毎年この時期に実施して
います。
　普段から「自分は大丈夫」と油断せず、「自分も狙
われているかもしれない」という意識をもって防犯
対策を行い、犯罪に遭わないようにしましょう。

年末の交通安全県民運動
　12月11日、年末の交通安全県民運動一斉街頭活動を町内24
か所の交差点で実施し交通安全指導を行いました。ドライバー
のみなさまは、降雪や路面凍結など、道路状況に応じた運転操
作に心がけ、横断歩道を渡ろうとする歩行者がいる場合は必ず
一時停止し、思いやりの心をもって、横断歩道での一時停止の
普及に努めましょう。

永平寺町で１年６か月
交通死亡事故ゼロ
　11月28日、令和６年４月４日から１年６か月
にわたり、交通死亡事故の発生がなかったことを
受け、福井県警察本部長から永平寺町に対し、交
通死亡事故抑止功労に対する賛辞が贈呈され、福
井警察署の酢谷精一署長から、河合町長に賞状が
手渡されました。

河合町長(右)と歓談する源野京子さん(左)

酢
谷
署
長
か
ら
賞
状
を
受
け
取
る

河
合
町
長

日
記
を
つ
け
る 

禅
の
ま
ち 

永
平
寺
町
を
目
指
し
て

わたしの日記メッセージコンテスト表彰
最優秀賞　　朝日芙由香さん　「初めての育児。」
優秀賞　　　反保　光子さん　「毎日感謝」
町長賞　　　松倉　啓子さん　「女子大生の孫とカラオケ」
連合会長賞　石上　博龍さん　「僕がわからなくても」
佳　作　　　20名

　健
康
長
寿
の

延
伸
と
、
自
立

し
た
生
活
や
生

き
が
い
の
あ
る

暮
ら
し
の
実
現

を
目
指
す
と
と

も
に
、
認
知

症
・
フ
レ
イ
ル

予
防
を
目
的
と

し
て
発
行
し
て

い
る「
健
康
長

寿
３
年
日
記
」は
、
今
年
で
発
行
10
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
日
記
の
さ
ら
な
る
普
及
を
目
的
に
、
12

月
20
日
、
上
志
比
文
化
会
館
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
に

お
い
て「
健
康
長
寿
３
年
日
記
10
周
年
記
念
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　は
じ
め
に
、
健
康
長
寿
３
年
日
記
実
行
委
員
会

の
和
田
高
枝
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
日
記

に
は
認
知
症
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
目
標
に
近
づ
く
き
っ
か
け
に

な
っ
た
り
、
生
活
の
リ
ズ
ム
に
張
り
が
出
た
り
す

る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。
初
発
行
か
ら
10
年
と
い

う
節
目
を
契
機
に
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
学
生
や

若
者
に
も
、
日
々
の
出
来
事
や
目
標
を
書
き
記
す

日
記
を
推
奨
し
、
み
ん
な
で『
日
記
を
つ
け
る 

禅

の
ま
ち 

永
平
寺
町
』を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」と
述
べ
ま
し
た
。

　第10回永平寺町みんなの第九コンサートが、12月14日、
福井県立大学交流センターで開催されました。町民ら67人
がベートーベン交響曲第９番４楽章を迫力ある歌声で披露
しました。
　第１部では永平寺町合併20周年記念ジュニア合唱団も登
場し、町民におなじみの「越の大地に」など４曲を披露。第２
部では、町と同じく結成20周年を迎える「みんなの合唱団
コールフロイデ」が「瑠璃色の地球」など思い入れのある６曲
を歌い上げ、観客から大きな拍手がわき起こっていました。

みんなの第九コンサート

役場本庁玄関に門松

和田会長から10年記帳者表彰を受け取る野川正文さん

　式
典
で
は
、
10
年
間
日
記
を
つ
け
続
け
て
い

る
人
を
表
彰
す
る「
10
年
記
帳
者
表
彰
」の
ほ

か
、
今
回
初
め
て
公
募
し
た「
わ
た
し
の
日
記

メ
ッ
セ
ー
ジ
」の
表
彰
状
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
３
年
日
記
の
実
践
発
表
や
い
き
い

き
日
記
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
日
記

を
書
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
て
い
ま
し
た
。

　最
後
に「
日
記
を
書
く
ま
ち
永
平
寺
町
宣
言
」

が
行
わ
れ
、「
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
日
記

を
書
く
こ
と
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
長
寿
の

町
、
永
平
寺
町
を
目
指
し
ま
す
」と
、
参
加
者

全
員
で
声
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

健
康
長
寿
３
年
日
記
10
周
年
記
念
大
会

一日を
振り返

り、感
謝や自

分

をほめ
る言葉

を書く
ことで

、

日々の
幸せを

目指し
ます

手書き
で一日

を振り
返り、

脳

を活性
化し健

康寿命
の延伸

を

目指し
ます

日記を
続ける

ことで
生活習

慣

を整え
、日々

の暮ら
しの充

実

を目指
します

若者か
ら高齢

者まで
、日記

を

書くこ
とで笑

顔あふ
れる健

康

長寿の
町、永

平寺町
を目指

し

ます

日記を
書く町

永平寺
町宣言

健康長
寿３年

日記実
行委員

会

1

2

3

4

日記を書くまち永平寺町宣言を
みんなで唱和

   12月23日、永平寺町シ
ルバー人材センターが、役

場本庁の玄関前に門松を作ってくださいました。材料
は、葉牡丹以外はすべて町内のものを使用して作製し
ており、竹は切り口が笑った顔に見えるように節の部
分を意識して切ってあります。毎年、立派な門松を
作ってくださり、ありがとうございます。
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　12月５日、永平寺町防犯隊年末特別警戒が実施
されました。永平寺町防犯隊約60名が、福井警察
署と合同で夜間パトロールを行い、犯罪の未然防止
に努めました。人の行き来が増える年末年始の慌た
だしいこの時期は、忙しさから防犯に対する意識が
薄れやすくなることから、毎年この時期に実施して
います。
　普段から「自分は大丈夫」と油断せず、「自分も狙
われているかもしれない」という意識をもって防犯
対策を行い、犯罪に遭わないようにしましょう。

年末の交通安全県民運動
　12月11日、年末の交通安全県民運動一斉街頭活動を町内24
か所の交差点で実施し交通安全指導を行いました。ドライバー
のみなさまは、降雪や路面凍結など、道路状況に応じた運転操
作に心がけ、横断歩道を渡ろうとする歩行者がいる場合は必ず
一時停止し、思いやりの心をもって、横断歩道での一時停止の
普及に努めましょう。

永平寺町で１年６か月
交通死亡事故ゼロ
　11月28日、令和６年４月４日から１年６か月
にわたり、交通死亡事故の発生がなかったことを
受け、福井県警察本部長から永平寺町に対し、交
通死亡事故抑止功労に対する賛辞が贈呈され、福
井警察署の酢谷精一署長から、河合町長に賞状が
手渡されました。

河合町長(右)と歓談する源野京子さん(左)

酢
谷
署
長
か
ら
賞
状
を
受
け
取
る

河
合
町
長
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永平寺町・町消防協会 定例表彰

消防団活動に尽力

消防職員意見発表

敬称略で掲載しています

【特別功労章】
  
吉野分団　　班長　  佐藤 竜一
吉野分団　　団員　  角井 重夫
吉野分団　　団員　  西川 大輔
吉野分団　　団員　  加藤 章登
吉野分団　　団員　  寺島 孝典
吉野分団　　団員　  中村 仁哉

【功労章】 
上志比東分団　  副分団長　南部 淳一
上志比東分団　  団員　  南部 宇成
上志比東分団　  団員　  南部 高久
志比南分団　  団員　  荒井 右典
松岡西分団　  団員　  藤田　涼

町長表彰

勤続12年以上の
成績優秀者

令和７年第74回福井県消防操法大会 ポンプ車操法の部 優勝

　12月
19
日
、
永
平
寺
町
・
永
平
寺
町

消
防
協
会
表
彰
式
、
永
平
寺
町
消
防
団

年
末
特
別
警
戒
激
励
式
が
永
平
寺
緑
の

村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
消

防
活
動
に
尽
力
し
功
績
を
挙
げ
た
消
防

団
員
が
、
町
長
、
消
防
協
会
長
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
表
彰
式
の
後
、
町

長
と
町
議
会
議
長
か
ら
激
励
を
受
け
た

消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、
町
内
全
域

の
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
動
し
ま

し
た
。

【功労章】  
松岡東分団　団員    山岡 勇貴
志比北分団　団員    立花 弘康
志比北分団　団員    西村 圭一
志比中分団　団員    笠松 宏樹
志比中分団　団員    有城 正勝
志比南分団　団員    大久保誠一
志比南分団　団員    杉本 昌己
志比南分団　団員    後藤 剛仁
松岡中分団　団員    山本 尚邦
松岡西分団　団員    長谷川 良
吉 野 分 団　団員    牧野 展久
吉 野 分 団　団員    中垣 達也
吉 野 分 団　団員    内田 雄貴
機能別団員　団員    若林未来也

【永年勤続章】  
女 性 分 団　分団長    佐々木晴美
女 性 分 団　副分団長  末永妃都美
女 性 分 団　班長　西川 治美
上志比東分団　班長　南部 浩範
松岡中分団　班長　白崎　 豪
松岡中分団　班長　水野 貴弘
上志比西分団　団員　今澤 幸治
上志比西分団　団員　上坂 昌平
志比中分団　団員　酒井 誠則
志比中分団　団員　渡辺 直文
松岡東分団　団員　中出 和男
吉野 分 団　団員　今村 庸介
松岡東分団　団員　浅井 健志
女 性 分 団　団員　波多野祐子
女 性 分 団　団員　鰐渕 浩子
女 性 分 団　団員　伊藤 千晴

消防協会長表彰

勤続15年以上の
成績優秀者

勤続10年以上の
成績優秀者

（減災ナース）

　11月20日、令和７年度永平寺町消防職
員意見発表大会が開催され、９名の職員が
消防業務を通じての経験を基に、新たな提
案や改善策を発表しました。最優秀賞には
『見えない裂け目』と題し、老朽化するイン
フラと災害発生時の初動体制の見直しにつ
いて発表した落井章人消防士が、また優秀
賞には田原和貴副士長が選ばれました。
　落井消防士は、１月16日に福井市で開
催される第44回福井県下消防職員意見発
表大会に永平寺町消防本部代表として出場
します。

問井 孝さんから寄付

河合町長(右)と歓談する問井孝さん(左)

最優秀賞の落井消防士(左)と優秀賞の田原副士長(右)

　11月21日、永平寺町谷口在住の問
井孝さんから永平寺町に寄付があり、
河合町長に寄付金を手渡しました。
　問井さんは「永平寺町に来て60年。
町にお世話になったので恩返しがし
たいと思った。社会福祉のために
使ってほしい」と話していました。
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林野火災注意報・警報が新設！
　屋外焼却（野焼き）は、原則、禁止されています。また、令和８年１月１日からは、林野火災に関する注意報や
警報が発令された場合、例外とされている農業などの野焼き行為も、町内全域で制限されます。
　林野火災を発生させないために、発令時には以下の点に留意しましょう。

①山林、原野などにおいて火入れをしない
②煙火を消費しない
③屋外において火遊びまたはたき火をしない
④�屋外では、引火性または爆発性の物品その他の可燃物の付
近で喫煙をしない
⑤山林、原野などの場所で喫煙をしない
⑥�残火（たばこの吸い殻を含む）、取灰または火粉を始末する

 問合せ  消防本部　 TEL  63－0119

　降水量が基準を下回る場合には、注意報が発令されます。さらに強風注意報が発表されたときは、警報が発令
されます。

警報中に火を使用すると罰則の対象になります！

　林野火災の予防を強化し地域の安全を守るための重要な措置です。
　ご理解ご協力をよろしくお願いします。

　降雪により消火栓や防火水槽が埋もれてしまい、火
災の際、水利の確保が遅れる可能性があります。消防
職団員にて水利除雪を行っていますが、自宅付近にあ
る消火栓や防火水槽の除雪にご協力ください。

詳しくはこちら▼

水利除雪の協力を
お願いします！

消防水利周囲への駐車はやめましょう！

防火研修会の開催

　道路交通法では、消防水利や水利標識の周囲の駐車が禁止されているのをご存知ですか。これは、消防隊が消防水
利をいつでも有効に活用できるようにするためのものです。
　具体的な内容は、次のとおりです。
①消防用機械器具の置き場若しくは消防用防火水槽の側端、またはこれらの道路に接する出入口から５ｍ以内
②消火栓、指定消防水利の標識が設けられている位置や防火水槽の「吸水口」「吸管投入孔」から５ｍ以内

　本格的な寒い季節を迎え、暖房器具などの使用頻度が増える
ことから、12月２日永平寺開発センター２階消防ホールにお
いて、永平寺町防火協会主催の防火研修会が開催され、15事
業所16名が「近年の火災傾向」について学んだほか、濃煙体験
も行いました。参加した会員からは多くの質問があり、有意義
な研修会となりました。
　これからも、当協会は町内における事業者の安全管理と火災予防に努めていきます。
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告示日／１月８日(木)　　投・開票日／１月25日(日)
〇投票できる人
　選挙人名簿に登録されており、かつ住民基本台帳に登録されている人が投票できます。
　今回の選挙では、次の両方の要件に該当する人が投票できます。
①年齢要件　満18歳以上(平成20年１月26日以前に出生した人)
②住所要件　令和７年10月７日以前から引き続き町内に居住し、住民基本台帳に登録されている人

福井県知事選挙

選挙当日の投票所一覧
投票所 施設の名称 区域

1 松岡東幼児園 松岡志比堺、松岡薬師１・２・３丁目
2 松岡公民館 松岡神明１・２・３丁目、松岡葵１・２丁目、松岡春日１丁目、アニス松岡

3 御陵幼児園 松岡上合月、松岡下合月、松岡末政、松岡渡新田、松岡兼定島、松岡領家、
松岡樋爪、松岡平成、松岡御公領、松岡領家南、松岡学園

4 なかよし幼児園 松岡葵３丁目、松岡春日２・３丁目、松岡芝原１丁目、松岡清水、松岡石舟、
松岡松ケ丘１丁目、松岡越坂１・２丁目、松岡吉野堺

5 吉野公民館 松岡吉野、松岡小畑、松岡宮重、松岡西野中、松岡湯谷、松岡上吉野

6 松岡ふるさと学習館 松岡芝原２・３丁目、松岡松原、松岡木ノ下１・２・３丁目、松岡松ケ原１・
２・３・４丁目、松岡観音１・２・３丁目

7 永平寺開発センター 山、法寺岡、東古市、高橋、飯島、轟、鳴鹿、山鹿
8 志比幼児園 下谷口、上谷口、花谷、光明寺

9 志比南公民館 ※ 荒谷、市野々、京善、寺本、けやき台、諏訪間、諏訪間団地、東諏訪間、永
平寺ハウス、志比、大本山永平寺

10 志比北幼児園 下浄法寺、殿村、上浄法寺、岩野、吉波、栃原

11 上志比文化会館サン
サンホール 吉峰、藤巻、市荒川、中島、竹原、石上、せせらぎ、大月

12 永平寺町役場　上志
比支所

牧福島、浅見、野中、北島、栗住波、清水、大野島、市右エ門島、山王、ひ
かり苑

※今回の選挙から第９投票所は志比南幼児園から志比南公民館に変更となっています

場所 日にち 時間
永平寺町役場　本庁

１月９日(金)〜
１月24日(土) ８時30分〜20時永平寺開発センター

永平寺町役場　上志比支所

ハニー ARENA
福大病院前店

１月10日(土)・11日(日)・
12日(月・祝)・17日(土)・
18日(日)・24日(土)

10時〜17時

志比堺ふれあい会館
１月24日（土） ８時30分〜12時轟ふれあい会館

諏訪間ふれあい会館
鳴鹿集落生活改善センター

１月24日（土） 13時〜16時30分志比区公民館
牧福島集落生活改善センター

期日前投票
　投票日に投票に行けない場合は、期日前投票ができます。

期日前投票ができる場所・日時

 問合せ  選挙管理委員会（総務課）　 TEL  61－3941

永平寺町長選挙
立候補予定者説明会
　２月22日（日）執行の永平寺町長
選挙に立候補を予定している人を
対象に、立候補の手続き、選挙運
動の方法などについて、説明会を
以下のとおり開催します。
　立候補を予定している人はご出
席ください。

〈日時〉
１月21日(水)13時30分～
〈場所〉
永平寺町役場本庁大会議室
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分 譲 区 画： 永平寺町東古市２字、５字（旧永平寺口駅パークア
ンドライド駐車場跡地）全９区画中残り４区画　

分 譲 価 格：72,000円／坪　446万円〜578万円
区 画 面 積：204.51㎡（61.86坪）〜269.10㎡（81.40坪）
申込み方法： 申込書および確認書を持参または郵送（様式はえい

住支援課で受け取るか町ホームページからダウン
ロード）

申込み資格： 土地売買契約締結後、３年以内に自己住宅を建築
すること

申込み区画： １世帯につき１区画のみ（先着順）

 申込み・問合せ  えい住支援課　 TEL  61－3922

永平寺口駅
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詳細

　永平寺町では、物価高騰の影響を受けた町民のみなさまへの支援として、以下の事業を実施します。

私立認定こども園へ給食食材費を補助
　物価高騰の影響を受けた町内の私立認定こども園への給食食材費高騰分の支援策として、令和８年１月分から令和
８年３月分までの給食食材費の一部を補助金として交付します。
　　※���令和７年度の給食費保護者負担分については、公立園・私立園ともに4,500円で据え

置きます

水道料金（基本料金・メーター貸付料）を減免
　エネルギーや食料品価格などの物価高騰の影響を受けた町民および町内事業者への負担軽減支援策として、令和８
年１月使用分から令和８年２月使用分（令和８年２月請求分から令和８年３月請求分）までの２か月間、水道料金（基
本料金、メーター貸付料）を減免します（ただし、公共施設などを除く）。水道料金の超過料金分（10㎥を超えた使用料）
は減免になりませんのでご注意ください。
　　※この減免につきましてお客様が行う手続きはありません

就学援助費（修学旅行費）の支援
　物価高騰にともない、保護者の経済的負担を軽減するため、就学援助の対象となっている児童・生徒の保護者に対
し、今年度の修学旅行費にかかる保護者負担分を就学援助費に上乗せして支給します。

　上記のほか、食料品の物価高騰に対する支援として、生活応援券を予定しています。

永平寺町物価高騰対応支援（重点支援地方交付金）

 問合せ  子育て支援課　 TEL  61－7250

 問合せ  上下水道課　 TEL  61－0277

 問合せ  学校教育課　 TEL  61－3937
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令和６年度

決算
　令和６年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が12月議会で認
定されました。
　町民のみなさまが納めた税金や、国・県から入ったお金の使いみちを
お知らせします。

（単位：万円）

（単位：万円）

（※不足額は、過年度損益勘定留保資金などで補てん）

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
町立在宅訪問診療所特別会計
土地開発事業特別会計

165,882
31,236
224,017
18,809
6,394

160,676
31,187
221,722
15,582
5,654

5,206
49

2,295
3,227
740

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

特
別
会
計

上水道事業（収益的収入および支出）   
上水道事業（資本的収入および支出）   
下水道事業（収益的収入および支出）   
下水道事業（資本的収入および支出）   

36,530
14,837
77,451
15,532

29,779
29,383
69,400
42,034

6,751
△ 14,546
8,051

△ 26,502

会　計　名 収　入　額 支　出　額 差　引　額
企
業
会
計

町民のみなさまが納めた税金

どこの市町村に住んでいても標準
的なサービスが受けられるよう地
域格差を解消するため、国から交
付されるお金

国や県を通じて町に入ってくるも
ので、道路整備や障がいのある人
への支援など、町の事業の一部を
国や県が一定割合負担するもので、
使い道が決められているお金
国が認めたうえで、学校や公園、
道路などみなさまが利用する公共
施設を整備する資金の一部を、町
が銀行などから借り入れるお金

国に納められた消費税を一定の
ルールで町に配分されるお金

町　　税

歳入の主なもの
歳入全体
の占める
割合

地方交付税

国庫・
県支出金

町　　債

地方消費税
交付金

18.6％

39.2％

17.4％

4.9％

＜歳出（性質別）について＞
・人件費…職員の給与、議員報酬、行政委員の報酬

など
・扶助費…生活に困っている人や障がいのある人、

児童、高齢者への支援に必要なお金【児
童手当、各種医療費助成など】

・公債費…町が銀行などから借り入れた町債の返
済に必要なお金

・繰出金…法律や基準に基づいて他の会計に支
出するお金【国民健康保険事業特別
会計、介護保険特別会計などへの繰
出金】

・物件費…町で事務を行うのに必要な経費や、施
設の光熱費などの支払いに必要なお金
【ごみ収集委託料、給食の賄材料費など】

・普通建設事業費…学校や道路、河川や公園、施設
などの整備に必要なお金

・補助費等…団体などの活動支援に必要なお金　
　　　　　【各種補助金】
・維持補修費…公共施設の修繕に必要なお金
・積立金…将来に備え積み立てるお金【財政調整

基金積立金など】

4.5％

一般会計
歳入

一般会計
歳出（性質別）

その他 依存財源

歳入総額　1,118,829万円

32,003万円 2.9％
町税
208,066万円 18.6％

17,443万円 1.6％

繰越金
51,538万円 4.6％

諸収入
33,805万円
3.0％

寄付金

18,080万円 1.6％

その他 自主財源
18,768万円 1.7％

地方消費税交付金
50,363万円 4.5％

県支出金
76,448万円 
6.8％

県支出金
76,448万円 
6.8％

国庫支出金
118,332万円 
10.6％

国庫支出金
118,332万円 
10.6％

その他
20,250万円 1.9％

33,510万円
3.1％

33,510万円
3.1％

物件費
154,322万円 
14.5％

物件費
154,322万円 
14.5％

人件費
229,231万円
21.5％

扶助費
111,367万円
10.4％

公債費
90,283万円
8.5％

普通建設
事業費

93,069万円
8.7％

義務的経費
430,881万円
40.4％

自主財源
347,700万円
31.1％

その他の経費
636,605万円
59.6％

依存財源
771,129万円
68.9％

繰出金
70,860万円
6.6％

補助費等
225,315万円
21.1％

地方交付税
438,653万円
39.2％

町債
55,330万円
4.9％

町税の内訳
町民税 101,426万円
固定資産税   90,070万円
軽自動車税  6,368万円
市町村たばこ税   9,648万円
入湯税 554万円

歳出総額　1,067,486万円
維持補修費

39,279万円
3.7％

維持補修費

39,279万円
3.7％

一般会計 歳入総額……111億8,829万円
（対前年度比　7.5％　　）

歳出総額……106億7,486万円
（対前年度比　8.0％　　）

増

増

町の貯金（財政調整基金）と借金（一般会計の町債残高）の状況

　町の財政調整基金については、平成29年
度と令和４年度に今後の公共施設最適化の
取組みなどに向け、特定目的基金への振替
えを行ったため減額となっています。
　一般会計に係る町債残高は、公債費抑制
対策の実施により平成25年度まで減少傾向
にありました。近年の大型建設事業などの
影響で平成30年度末の残高は約93億円と
なっていましたが、それ以降は減少し、令
和６年度では約77億円となっています。
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　歳入は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金やデジタル基盤改革支援補助金などが増加したこと、歳出は、除雪事業費や
定額減税調整給付金などの増加により、歳入歳出ともに前年度を上回る決算規模となりました。

財政健全化判断指標の状況

　町では、「行財政改革大綱実施計画」や「中期財政計
画」に基づき財政の健全維持および事業見直しなどの
行財政改革に現在も取り組んでいるところです。本町
における財政健全化基準が早期健全化基準以下で推移
し、安定した財政運営を行えているのはこれらの取り
組みが奏功しているからです。
　今後も、収支バランスの取れた財政運営の実現を目
指し、行財政改革を着実に実施することで、一層の財
政健全化に努めていきます。

＜財政健全化判断比率等＞ ＜行財政改革の着実な推進＞
　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」に基づき令和６年度の健全化判断
指標を公表します。
　「①早期健全化基準（イエローカード）」を超えると、財政健全化計画を策定し、
自主的な改善努力による財政健全化を行います。
　「②財政再生基準（レッドカード）」を超えると、財政再生計画を定め、国、県
などの関与による財政再建を行います。また、町債の発行など財政運営の制限
を受けることになります。

永平寺町は、各健全化指標の基準をいずれも
下回っており、健全団体の基準内となっています

－（黒字）
－（黒字）
7.2％

－（充当可能な財源を下回っている）
－（不足なし）

（赤字）14.20％
（赤字）19.20％

25.0％
350.0％

（不足）20.00％

（赤字）20.0％
（赤字）30.0％

35.0％

永平寺町（令和６年度決算確定値） ①早期健全化基準 ②財政再生基準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率
公営企業における
資 金 不 足 比 率

1,096

2,607
2,813

2,979

1,376
1,657

2,341

1,634 1,637

1,960

1734
1,848

9,693

7,655

8,618 8,737

9,241 9,300

8,626 8,217
7,980

7,653

9,122

8,986

繰入金

積立金
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令和６年度

決算
　令和６年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が12月議会で認
定されました。
　町民のみなさまが納めた税金や、国・県から入ったお金の使いみちを
お知らせします。

（単位：万円）

（単位：万円）

（※不足額は、過年度損益勘定留保資金などで補てん）

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
町立在宅訪問診療所特別会計
土地開発事業特別会計

165,882
31,236
224,017
18,809
6,394

160,676
31,187
221,722
15,582
5,654

5,206
49

2,295
3,227
740

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

特
別
会
計

上水道事業（収益的収入および支出）   
上水道事業（資本的収入および支出）   
下水道事業（収益的収入および支出）   
下水道事業（資本的収入および支出）   

36,530
14,837
77,451
15,532

29,779
29,383
69,400
42,034

6,751
△ 14,546
8,051

△ 26,502

会　計　名 収　入　額 支　出　額 差　引　額
企
業
会
計

町民のみなさまが納めた税金

どこの市町村に住んでいても標準
的なサービスが受けられるよう地
域格差を解消するため、国から交
付されるお金

国や県を通じて町に入ってくるも
ので、道路整備や障がいのある人
への支援など、町の事業の一部を
国や県が一定割合負担するもので、
使い道が決められているお金
国が認めたうえで、学校や公園、
道路などみなさまが利用する公共
施設を整備する資金の一部を、町
が銀行などから借り入れるお金

国に納められた消費税を一定の
ルールで町に配分されるお金

町　　税

歳入の主なもの
歳入全体
の占める
割合

地方交付税

国庫・
県支出金

町　　債

地方消費税
交付金

18.6％

39.2％

17.4％

4.9％

＜歳出（性質別）について＞
・人件費…職員の給与、議員報酬、行政委員の報酬

など
・扶助費…生活に困っている人や障がいのある人、

児童、高齢者への支援に必要なお金【児
童手当、各種医療費助成など】

・公債費…町が銀行などから借り入れた町債の返
済に必要なお金

・繰出金…法律や基準に基づいて他の会計に支
出するお金【国民健康保険事業特別
会計、介護保険特別会計などへの繰
出金】

・物件費…町で事務を行うのに必要な経費や、施
設の光熱費などの支払いに必要なお金
【ごみ収集委託料、給食の賄材料費など】

・普通建設事業費…学校や道路、河川や公園、施設
などの整備に必要なお金

・補助費等…団体などの活動支援に必要なお金　
　　　　　【各種補助金】
・維持補修費…公共施設の修繕に必要なお金
・積立金…将来に備え積み立てるお金【財政調整

基金積立金など】

4.5％

一般会計
歳入

一般会計
歳出（性質別）

その他 依存財源

歳入総額　1,118,829万円

32,003万円 2.9％
町税
208,066万円 18.6％

17,443万円 1.6％

繰越金
51,538万円 4.6％

諸収入
33,805万円
3.0％

寄付金

18,080万円 1.6％

その他 自主財源
18,768万円 1.7％

地方消費税交付金
50,363万円 4.5％

県支出金
76,448万円 
6.8％

県支出金
76,448万円 
6.8％

国庫支出金
118,332万円 
10.6％

国庫支出金
118,332万円 
10.6％

その他
20,250万円 1.9％

33,510万円
3.1％

33,510万円
3.1％

物件費
154,322万円 
14.5％

物件費
154,322万円 
14.5％

人件費
229,231万円
21.5％

扶助費
111,367万円
10.4％

公債費
90,283万円
8.5％

普通建設
事業費

93,069万円
8.7％

義務的経費
430,881万円
40.4％

自主財源
347,700万円
31.1％

その他の経費
636,605万円
59.6％

依存財源
771,129万円
68.9％

繰出金
70,860万円
6.6％

補助費等
225,315万円
21.1％

地方交付税
438,653万円
39.2％

町債
55,330万円
4.9％

町税の内訳
町民税 101,426万円
固定資産税   90,070万円
軽自動車税  6,368万円
市町村たばこ税   9,648万円
入湯税 554万円

歳出総額　1,067,486万円
維持補修費

39,279万円
3.7％

維持補修費

39,279万円
3.7％

一般会計 歳入総額……111億8,829万円
（対前年度比　7.5％　　）

歳出総額……106億7,486万円
（対前年度比　8.0％　　）

増

増

町の貯金（財政調整基金）と借金（一般会計の町債残高）の状況

　町の財政調整基金については、平成29年
度と令和４年度に今後の公共施設最適化の
取組みなどに向け、特定目的基金への振替
えを行ったため減額となっています。
　一般会計に係る町債残高は、公債費抑制
対策の実施により平成25年度まで減少傾向
にありました。近年の大型建設事業などの
影響で平成30年度末の残高は約93億円と
なっていましたが、それ以降は減少し、令
和６年度では約77億円となっています。
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　歳入は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金やデジタル基盤改革支援補助金などが増加したこと、歳出は、除雪事業費や
定額減税調整給付金などの増加により、歳入歳出ともに前年度を上回る決算規模となりました。

財政健全化判断指標の状況

　町では、「行財政改革大綱実施計画」や「中期財政計
画」に基づき財政の健全維持および事業見直しなどの
行財政改革に現在も取り組んでいるところです。本町
における財政健全化基準が早期健全化基準以下で推移
し、安定した財政運営を行えているのはこれらの取り
組みが奏功しているからです。
　今後も、収支バランスの取れた財政運営の実現を目
指し、行財政改革を着実に実施することで、一層の財
政健全化に努めていきます。

＜財政健全化判断比率等＞ ＜行財政改革の着実な推進＞
　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」に基づき令和６年度の健全化判断
指標を公表します。
　「①早期健全化基準（イエローカード）」を超えると、財政健全化計画を策定し、
自主的な改善努力による財政健全化を行います。
　「②財政再生基準（レッドカード）」を超えると、財政再生計画を定め、国、県
などの関与による財政再建を行います。また、町債の発行など財政運営の制限
を受けることになります。

永平寺町は、各健全化指標の基準をいずれも
下回っており、健全団体の基準内となっています

－（黒字）
－（黒字）

7.2％
－（充当可能な財源を下回っている）

－（不足なし）

（赤字）14.20％
（赤字）19.20％

25.0％
350.0％

（不足）20.00％

（赤字）20.0％
（赤字）30.0％

35.0％

永平寺町（令和６年度決算確定値） ①早期健全化基準 ②財政再生基準

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率
公 営 企 業 に お け る
資 金 不 足 比 率

1,096

2,607
2,813

2,979

1,376
1,657

2,341

1,634 1,637

1,960

1734
1,848

9,693

7,655

8,618 8,737

9,241 9,300

8,626 8,217
7,980

7,653

9,122

8,986

繰入金

積立金

 問合せ  財政課　 TEL  61－3933
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期
間
中
は
、
役
場
会
場
・
税
務
署
会
場
と
も

に
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
郵
送
・
電
子
申

告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
例
年
、
所
得
税
の
還
付
が
な
く
簡
易
な
住
民

税
申
告
を
し
て
い
る
人
に
は
１
月
下
旬
頃
に
役

場
か
ら
簡
易
申
告
書
を
送
り
ま
す
。
年
金
や
保

険
の
書
類
な
ど
か
ら
転
記
す
る
だ
け
の
簡
単
な

申
告
書
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
子
申
告（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）は
、
待
ち

時
間
も
無
く
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
、
入
力
方
法
も
画
面
が
適
切

な
指
示
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
左
記
の
所
得
・
控
除
を
含
む
申
告
は
役
場
会
場
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
福
井
税
務
署
で
の
相
談
、
ま
た
は
電
子
・
郵

送
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
不
動
産
や
株
式
の
譲
渡
に
係
る
所
得

〇
株
式
配
当
・
利
子
・
暗
号
資
産
な
ど
に
係
る
所
得

〇�

初
年
度
の
住
宅
借
入
金（
住
宅
ロ
ー
ン
）な
ど
の
控
除

〇
雑
損
控
除
　
〇
退
職
金
に
係
る
所
得

◎
役
場
申
告
相
談
受
付

期
　
間
　
２
月
12
日（
木
）～
３
月
16
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
除
く

受
付
時
間
　
９
時
～
16
時

場
　
所
　
本
庁
３
階
大
会
議
室
・
永
平
寺
支
所

２
階
研
修
室
・
上
志
比
支
所
会
議
室

※
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、
地
区
別
に
受
付
日
程

を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く

は
次
月
号（
広
報
２
月
号
）お
よ
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

◎�
福
井
税
務
署
申
告
相
談
受
付（
福
井
春
山
合
同
庁
舎
）

期
　
間
　
２
月
16
日（
月
）～
３
月
16
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
除
く

受
付
時
間
　
９
時
～
16
時

場
　
所
　
福
井
税
務
署
１
階
確

定
申
告
会
場

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
16
時
よ
り

前
に
受
け
付
け
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は「
入
場
整
理
券
」が
必
要
で

す
の
で
、
国
税
庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
会
場
に

お
い
て
当
日
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
当
日
の

相
談
枠
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

※
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
で
は
、
ご
自
身
の
ス

マ
ホ
で
申
告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す

役
場
本
庁
３
階
大
会
議
室

　
　
３
月
１
日（
日
）　
９
時
～
16
時

福
井
税
務
署
１
階
確
定
申
告
会
場

　
　
３
月
１
日（
日
）　
９
時
～
16
時

① 

令
和
７
年
中
に
給
与
、
年
金
収
入
の
あ
る
人
は

源
泉
徴
収
票

② 

令
和
７
年
中
に
支
払
っ
た
社
会
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
を

証
明
す
る
書
類
、
医
療
費
の
明
細
書
お
よ
び
通
知

書（
受
診
者
ご
と
に
分
け
、
病
院
、
薬
局
ご
と
に

集
計
し
た
も
の
）、
寄
付
金
の
領
収
書
な
ど

③ 

事
業
所
得
・
農
業
所
得
・
不
動
産
所
得
が
あ
る

人
は
収
支
内
訳
書（
ま
た
は
帳
簿
）

④ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
＋
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
な
ど
）

※
福
井
税
務
署
で
申
告
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
＋
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
し

込
み
時
に
設
定
し
た
暗
証
番
号
２
つ（
数
字
４
桁

の「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
暗
証
番
号
」と

英
数
字
６
桁
以
上
の「
署
名
用
電
子
証
明
書
暗
証

番
号
」、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

⑤ 

還
付
が
あ
る
人
は
、
本
人
名
義
の
口
座
番
号
な

ど
が
わ
か
る
も
の

　
申
告
を
し
な
い
と
正
し
い
税
額
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、

・
所
得
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い

・�
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
と
と
も
に
高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
限

度
額
が
高
く
な
る

・�

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
上
限
額
が
高
く
な
る

な
ど
、
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
し
な
く
て
も
い
い
人

・ 

年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得
の
み
が
収
入
の
人

（
た
だ
し
、
給
与
収
入
の
合
計
が
２
０
０
０
万

円
を
超
え
る
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

・
18
歳
以
下
で
収
入
の
な
い
人

収
入
が
な
い
人
も
、
年
金
だ
け
の
人
も

 
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
所
得
税
や
住
民
税（
町
・
県
民
税
）を
正
し
く
計
算
す
る
に
は
、
ご
自
身
の
収
入
と
控
除
す
る
も
の（
必
要
経
費
・
扶
養
控

除
な
ど
）を
正
し
く
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郵
送
・
電
子
申
告
を

お
す
す
め
し
ま
す
！

役
場
会
場
で
申
告
相
談

で
き
な
い
受
付
内
容

申
告
期
間
と
相
談
会
場

日
曜
日
の
申
告
受
付
日

申
告
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

介
護
保
険
と

税（
住
民
税
・
所
得
税
）の

申
告

介
護
保
険
は
税
の
申
告
に
お
い
て
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す

　住
民
税
や
所
得
税
の
申
告
に
お
い
て
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
は
、
所
得
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
必
要
な
書
類
の
ご
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除

　
介
護
保
険
の
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

・�

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

さ
れ
た
介
護
保
険
料
は
、
年
金
受
給
者
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
な
り
ま
す

・�

生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
親
族
の
負
担

す
べ
き
普
通
徴
収
分
の
介
護
保
険
料
は
、
支

払
っ
た
人
の
控
除
に
で
き
ま
す

●
障
害
者
控
除

　
要
介
護（
要
介
護
１
～
５
）認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、
介
護
認
定
審
査
会
の
資
料
の
内
容
で

障
害
者
控
除
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
の

際
は
申
請
者
の
身
分
を
確
認
す
る
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
、

認
定
書
が
不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
医
療
費
控

除
の
対
象
と
し
て
受
け
る
た
め
に
は
、
医
療

費
控
除
の
対
象
に
な
る
金
額
が
記
載
さ
れ
た

領
収
書
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
受

け
取
ら
れ
た
分
は
、
医
療
費
控
除
の
金
額
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

《
施
設
入
所
の
場
合
》

①�
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）…
自
己
負
担
分
・
食
費
・
居
住
費
の
合

計
額
の
２
分
の
１（
た
だ
し
、
旧
措
置
入
所

者
は
対
象
外
）

②�

介
護
老
人
保
健
施
設
…
自
己
負
担
分
・
食

費
・
居
住
費
の
合
計
額

③�

介
護
医
療
院
…
自
己
負
担
分
・
食
費
・
居

住
費
の
合
計
額

《
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
》

①�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
の
医
療
費
控

除
対
象
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
領
収
書
が

必
要
で
す

②�

複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
た
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
利
用
料
の
領

収
書
が
必
要
で
す

《
お
む
つ
代
》

　
お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
認
定
審
査
会
の
内
容

で
確
認
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
が

発
行
す
る「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
確
認
書
」

で
代
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
を
受
け

る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

福
祉
保
健
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  �

61
ー
３
９
２
０

国税庁 LINE
公式アカウント
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税
務
署
で
は
、
自
宅
な
ど
か
ら
申
告
手
続
き
が

完
了
す
る「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
」を
推
進
し
て
い
ま

す
。「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
し
た

申
告
デ
ー
タ
を
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
送
信
す
れ
ば
、
時
間

を
選
ば
ず
に
提
出
で
き
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
す
る
に
は
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読

取
対
応
の
ス
マ
ホ
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
し

込
み
時
に
設
定
し
た
暗
証
番
号
２
つ（
数
字
４
桁

の「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
暗
証
番
号
」と
英

数
字
６
桁
以
上
の「
署
名
用
電
子
証
明
書
暗
証
番

号
」）」が
必
要
で
す
。

送
信
方
法
、
エ
ラ
ー
解
消
な
ど
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
の
使
い
方
に
関
す
る
お
問
合
せ

　 

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
　
０
５
７
０
―
０
１
―

５
９
０
１
　
受
付
時

間
　
平
日
９
時
～
17

時(

土
日
祝
を
除
く)

　
申
告
書
の
作
成
で
ご
不
明
な
点
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、「
税
務
相

談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
も
解
決
し
な
い
場
合
は
、
税
務
署
に
電
話

し
、
自
動
音
声
案
内
に
従
い「
０
」を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。「
確
定
申
告
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」に
て
ご

質
問
や
ご
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

問
合
せ

　
福
井
税
務
署

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ   

23
ー
２
６
９
０

確
定
申
告
期
に
お
け
る
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

①�

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告
無
料
相
談（
町
役
場

会
場
）

期
　
間
　
２
月
24
日（
火
）～
２
月
27
日（
金
）

受
付
時
間
　
９
時
～
16
時

場
　
所
　
永
平
寺
町
役
場
本
庁
３
階
大
会
議
室

※
申
告
受
付
内
容
は
役
場
申
告
に
準
じ
、
分
離

申
告
な
ど
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

②
税
理
士
記
念
日
　
税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告

無
料
相
談

■
対
面
に
よ
る
無
料
相
談（
白
色
申
告
者
の
み
）

日
　
程
　
２
月
21
日(

土)

受
付
時
間
　
10
時
～
16
時

場
　
所
　
福
井
県
税
理
士
会
館（
福
井
市
日
之
出

５
ー
14
ー
25
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す

■
電
話
に
よ
る
無
料
相
談

日
　
程
　
２
月
21
日(

土)

受
付
時
間
　
13
時
～
16
時

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

52
ー
８
２
３
２

問
合
せ
　
北
陸
税
理
士
会
福
井
事
務
所 

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

52
ー
０
５
１
０

確
定
申
告
に
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

（
電
子
申
告
）が
便
利
で
す

相
談
は
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や

電
話
で
も
で
き
ま
す

北
陸
税
理
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
井
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
井
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

給与支払報告書の提出は期限内にお願いします !

２月２日（月）令和７年分（令和８年度分）の給与支払
報告書の提出期限は、 です

　給与支払報告書の表紙に添付する総括表を、11月に各事業所宛てに送付しました。事業所名や指定番号など
がすでに印字されていますので、その用紙を添付して役場住民税務課へご提出ください。
　また、エルタックス(eLTAX)で給与支払報告書を提出される場合は、必ず指定番号の入力をお願いします。

介
護
保
険
は
税
の
申
告
に
お
い
て
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す

　住
民
税
や
所
得
税
の
申
告
に
お
い
て
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
は
、
所
得
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
必
要
な
書
類
の
ご
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除

　
介
護
保
険
の
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

・�

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

さ
れ
た
介
護
保
険
料
は
、
年
金
受
給
者
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
な
り
ま
す

・�

生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
親
族
の
負
担

す
べ
き
普
通
徴
収
分
の
介
護
保
険
料
は
、
支

払
っ
た
人
の
控
除
に
で
き
ま
す

●
障
害
者
控
除

　
要
介
護（
要
介
護
１
～
５
）認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、
介
護
認
定
審
査
会
の
資
料
の
内
容
で

障
害
者
控
除
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
の

際
は
申
請
者
の
身
分
を
確
認
す
る
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
、

認
定
書
が
不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
医
療
費
控

除
の
対
象
と
し
て
受
け
る
た
め
に
は
、
医
療

費
控
除
の
対
象
に
な
る
金
額
が
記
載
さ
れ
た

領
収
書
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
受

け
取
ら
れ
た
分
は
、
医
療
費
控
除
の
金
額
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

《
施
設
入
所
の
場
合
》

①�
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）…
自
己
負
担
分
・
食
費
・
居
住
費
の
合

計
額
の
２
分
の
１（
た
だ
し
、
旧
措
置
入
所

者
は
対
象
外
）

②�

介
護
老
人
保
健
施
設
…
自
己
負
担
分
・
食

費
・
居
住
費
の
合
計
額

③�

介
護
医
療
院
…
自
己
負
担
分
・
食
費
・
居

住
費
の
合
計
額

《
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
》

①�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
の
医
療
費
控

除
対
象
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
領
収
書
が

必
要
で
す

②�

複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
た
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
利
用
料
の
領

収
書
が
必
要
で
す

《
お
む
つ
代
》

　
お
む
つ
代
に
つ
い
て
医
療
費
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
認
定
審
査
会
の
内
容

で
確
認
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
が

発
行
す
る「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
確
認
書
」

で
代
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
を
受
け

る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

福
祉
保
健
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  �

61
ー
３
９
２
０

事業主の
みなさまへ

 問合せ  住民税務課　TEL  61－3944

税務職員ふたば

確定申告に関するご質問に
チャットボットがお答えし
ます

作成コーナー

　戦没者などの尊い犠牲に弔
意を表するため、遺族に特別
弔慰金を支給します。
●対象　原則、戦没者などが
　亡くなる前に生まれ、令和
　7 年 4 月 1 日時点で存命の
　遺族

第12回 特別弔慰金の
請求を受付け中

詳細
福祉保健課
TEL：61－3920

問合せ
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アイコンガイド

子育て支援センター
ち �ちびっこ広場

フ �フレンドパーク

えいぱーく
えいスポーツ

●松岡福祉総合センター
●9：30〜11：30
● 休館日　水曜日・土日祝日・

年末年始（12／29〜１／３）

●永平寺支所
●9：30〜11：30
● 休館日　土日祝日・年末年

始（12／29〜１／３）

61－0750

63－3113

わ �わくわく広場

●やすらぎの郷
●9：30〜11：30
● 休館日　土日祝日・年末年

始（12／29〜１／３）

64－3100

アイコンガイド

各地区児童館

松 �松岡児童館

志 �志比児童館

上 �上志比児童館

61－0750

63－3113

64－3100

●開館13：00〜17：00

●開館13：00〜18：00

●開館13：00〜18：00

●生涯学習課（教育委員会）

●上下水道課
●町立図書館
●町立図書館永平寺館
●町立図書館上志比館

●松岡公民館
●永平寺公民館
●上志比公民館
●松岡ふるさと学習館

●永平寺緑の村ふれあいセンター    
●上志比文化会館サンサンホール
●松岡福祉総合センター（翠荘）

●永平寺老人福祉センター永寿苑

●町社協地域包括支援センター
●永平寺町消防本部・消防署
●福井警察署
●永平寺分庁舎  

６１-３４００
６１-０２７７
６１-７１１７
６３-３１１２
６４-３１７０

６１-７２２２
６３-３１１１
６４-２２４４
６１-６６７７

６３-４２２２
６４-３１７０
６１-０１１１
６３-３８６８

６１-６１６６
６３-０１１９
５２-０１１０
６１-０１１０

●松岡福祉総合センター
●9：30〜16：30
● 休館日　水曜日・年末年始
（12／29〜１／３）

　　松岡福祉総合センター開館日
　　　8：30〜17：15

　　成人の日 　 役場窓口延長�19：00まで
ちおはなし＆わらべうたあそび
　松岡福祉総合センター
　10：30〜11：00

　　ママのためのおしゃべりサロン
　　(自由開放日)
　　　 保健センター(松岡福祉総合センター内)
　　　10：30〜11：30
１歳６か月児健診
　保健センター(松岡福祉総合センター内)
　13：00〜14：00
行政相談
　上志比公民館　13：30〜15：30
人権相談
　松岡公民館　13：30〜16：00

　　青少年育成の日
ちママと一緒にふれあいあそび
　松岡福祉総合センター
　10：30〜11：30
フ  子育て講座　ママと一緒ふれあい

遊び＜要予約＞
　永平寺支所３階
　10：30〜11：30
議会・教育民生常任委員会
　円卓会議室　９：00〜12：00

　　わリズムにのって体幹を鍛えよう
　　　やすらぎの郷
　　　10：30〜11：00

　　松   志 上「スポーツチャンバラをやっ
てみよう！」＜要予約＞

　　　開発センター大ホール
　　　10：00〜11：30
親子スキー教室
　九頭竜スキー場　９：00〜12：00
民話紙芝居
　町立図書館（松岡）　10：30〜11：00
おもしろとしょかん
　町立図書館（上志比館）
　10：30〜11：00

えい坊館休館日 永平寺温泉禅の里休館日

図書館（全館）休館日 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上

　　家庭の日 　　フ身体測定・育児相談
　　　永平寺支所３階
　　　10：30〜11：30

     役場窓口延長�19：00まで
わおもしろ話の会
　やすらぎの郷
　11：00〜11：30
志比南公民館落成式
　10：00〜10：30
シルバー人材センター入会説明会
　永平寺町シルバー人材センター
　14：00〜

　　フお話のへや
　　　永平寺支所３階
　　　11：00〜11：30　　
ママのためのおしゃべりサロン
(身体測定・育児相談)
　保健センター
　(松岡福祉総合センター内)
　10：00〜11：30
議会・全員協議会
　円卓会議室　９：00〜12：00
永平寺町長選挙立候補予定者説明会
　役場本庁大会議室　13：30〜

　　 　　ち  心と身体を育むおもちゃ体
験！＜要予約＞

　　　松岡福祉総合センター　　
　　　10：00〜10：45

　　ち  雪の結晶模様の下敷き制作（３～５
歳児親子）＜要予約＞

　　　松岡福祉総合センター　9：30〜10：15
ち  ちびっこ広場であそぼう！（０～２歳児親子）＜要予約＞
　松岡福祉総合センター　10：30〜11：30
フフレンドパークで遊ぼう！＜要予約＞
　永平寺支所３階　9：30〜11：30
わわくわく広場で遊ぼう！＜要予約＞
　やすらぎの郷　9：30〜11：30
松岡福祉総合センター開館日
　8：30〜17：15
おもしろとしょかん
　町立図書館（松岡）　10：30〜11：00
結婚相談
　えい坊館２階　13：30〜15：30図書館（全館）休館日 えい坊館休館日 道の駅禅の里定休日

松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ ち � フ � わ

　　　　　福井県知事選挙投票日
　　　投票時間　７：00〜20：00
　　　※Ｐ８に詳細あり

     役場窓口延長�19：00まで
ち身体測定・育児相談　　
　 松岡福祉総合センター　10：30〜11：30
議会・総務産業建設常任委員会
　円卓会議室　９：00〜12：00

　　　　ママのためのおしゃべりサロン
　　(離乳食相談)
　　　保健センター
　　　(松岡福祉総合センター内)
　　　10：30〜11：30

町立図書館（全館）休館日

　　定例教育委員会
　　　松岡公民館　講義室・視聴覚室
　　　15：00〜16：30

町立図書館（全館）休館日

　　わ  乳幼児の簡単おやつ作り
　　　＜要予約＞
　　　やすらぎの郷
　　　10：30〜11：30

図書館（全館）休館日 えい坊館休館日・町立図書館（全館）休館日  町立図書館（全館）休館日
松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 町立図書館（全館）休館日

　      役場窓口延長�19：00まで
ち親子のリズム＆ストレッチ＜要予約＞
　松岡福祉総合センター　10：00〜10：45
フ鬼さんと遊ぼう＜要予約＞
　永平寺支所３階　10：30〜11：30

　　ママのためのおしゃべりサロン
　　(身体測定・育児相談)
　　　保健センター
　　　(松岡福祉総合センター内)
　　　10：00〜11：30

　　シルバー人材センター入会説明会
　　　永平寺町シルバー人材センター
　　　14：00〜

　　　　 永平寺町防災行政無線訓練放送
（Ｊアラート）

　　　11：00頃

　　絵本の読み聞かせ
　　　町立図書館（松岡）
　　　10：30〜11：00

図書館（全館）休館日 えい坊館休館日  
松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ

15 16 17

22 23 24

29 30 31

５ ６ ７

は、児童館、子育て支援センター開設日です。

有料広告
14

●永平寺町役場（本庁）
●永平寺支所
●上志比支所

●総務課

●契約管財課
●防災安全課
●財政課
●総合政策課
●農林課

●建設課
●えい住支援課 
●子育て支援課

●住民税務課

●福祉保健課
●会計課
●議会事務局
●商工観光課
●学校教育課（教育委員会）

６１-3924
６１-３９５１
６１-３９３３
６１-３９４２
６１-３９４７

６１-１１１１
６３-３１１１
６４-２２１１
 
６１-３９４１

６１-３９４８
６１-３９22
６１-７２５０
６１-３９４４
６１-３９４５

６１-３９２０
６１-３９４９
６１-３９５０
６１-３９２１
６１-３９３７（

　　松岡福祉総合センター開館日
　　　8：30〜17：15

　　成人の日 　 役場窓口延長�19：00まで
ちおはなし＆わらべうたあそび
　松岡福祉総合センター
　10：30〜11：00

　　ママのためのおしゃべりサロン
　　(自由開放日)
　　　 保健センター(松岡福祉総合センター内)
　　　10：30〜11：30
１歳６か月児健診
　保健センター(松岡福祉総合センター内)
　13：00〜14：00
行政相談
　上志比公民館　13：30〜15：30
人権相談
　松岡公民館　13：30〜16：00

　　青少年育成の日
ちママと一緒にふれあいあそび
　松岡福祉総合センター
　10：30〜11：30
フ  子育て講座　ママと一緒ふれあい

遊び＜要予約＞
　永平寺支所３階
　10：30〜11：30
議会・教育民生常任委員会
　円卓会議室　９：00〜12：00

　　わリズムにのって体幹を鍛えよう
　　　やすらぎの郷
　　　10：30〜11：00

　　松   志 上「スポーツチャンバラをやっ
てみよう！」＜要予約＞

　　　開発センター大ホール
　　　10：00〜11：30
親子スキー教室
　九頭竜スキー場　９：00〜12：00
民話紙芝居
　町立図書館（松岡）　10：30〜11：00
おもしろとしょかん
　町立図書館（上志比館）
　10：30〜11：00

えい坊館休館日 永平寺温泉禅の里休館日

図書館（全館）休館日 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上

　　家庭の日 　　フ身体測定・育児相談
　　　永平寺支所３階
　　　10：30〜11：30

     役場窓口延長�19：00まで
わおもしろ話の会
　やすらぎの郷
　11：00〜11：30
志比南公民館落成式
　10：00〜10：30
シルバー人材センター入会説明会
　永平寺町シルバー人材センター
　14：00〜

　　フお話のへや
　　　永平寺支所３階
　　　11：00〜11：30　　
ママのためのおしゃべりサロン
(身体測定・育児相談)
　保健センター
　(松岡福祉総合センター内)
　10：00〜11：30
議会・全員協議会
　円卓会議室　９：00〜12：00
永平寺町長選挙立候補予定者説明会
　役場本庁大会議室　13：30〜

　　 　　ち  心と身体を育むおもちゃ体
験！＜要予約＞

　　　松岡福祉総合センター　　
　　　10：00〜10：45

　　ち  雪の結晶模様の下敷き制作（３～５
歳児親子）＜要予約＞

　　　松岡福祉総合センター　9：30〜10：15
ち  ちびっこ広場であそぼう！（０～２歳児親子）＜要予約＞
　松岡福祉総合センター　10：30〜11：30
フフレンドパークで遊ぼう！＜要予約＞
　永平寺支所３階　9：30〜11：30
わわくわく広場で遊ぼう！＜要予約＞
　やすらぎの郷　9：30〜11：30
松岡福祉総合センター開館日
　8：30〜17：15
おもしろとしょかん
　町立図書館（松岡）　10：30〜11：00
結婚相談
　えい坊館２階　13：30〜15：30図書館（全館）休館日 えい坊館休館日 道の駅禅の里定休日

松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ ち � フ � わ

　　　　　福井県知事選挙投票日
　　　投票時間　７：00〜20：00
　　　※Ｐ８に詳細あり

     役場窓口延長�19：00まで
ち身体測定・育児相談　　
　 松岡福祉総合センター　10：30〜11：30
議会・総務産業建設常任委員会
　円卓会議室　９：00〜12：00

　　　　ママのためのおしゃべりサロン
　　(離乳食相談)
　　　保健センター
　　　(松岡福祉総合センター内)
　　　10：30〜11：30

町立図書館（全館）休館日

　　定例教育委員会
　　　松岡公民館　講義室・視聴覚室
　　　15：00〜16：30

町立図書館（全館）休館日

　　わ  乳幼児の簡単おやつ作り
　　　＜要予約＞
　　　やすらぎの郷
　　　10：30〜11：30

図書館（全館）休館日 えい坊館休館日・町立図書館（全館）休館日  町立図書館（全館）休館日
松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 町立図書館（全館）休館日

　      役場窓口延長�19：00まで
ち親子のリズム＆ストレッチ＜要予約＞
　松岡福祉総合センター　10：00〜10：45
フ鬼さんと遊ぼう＜要予約＞
　永平寺支所３階　10：30〜11：30

　　ママのためのおしゃべりサロン
　　(身体測定・育児相談)
　　　保健センター
　　　(松岡福祉総合センター内)
　　　10：00〜11：30

　　シルバー人材センター入会説明会
　　　永平寺町シルバー人材センター
　　　14：00〜

　　　　 永平寺町防災行政無線訓練放送
（Ｊアラート）

　　　11：00頃

　　絵本の読み聞かせ
　　　町立図書館（松岡）
　　　10：30〜11：00

図書館（全館）休館日 えい坊館休館日  
松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ 松 � 志 � 上 � ち � フ � わ

1/11 12 13 14

18 19 20 21

25 26 27 28

2/1 ２ ３ ４

2026
【
令
和
８
年
】１月-２月

防災安全課 61－3951
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こころの健康相談（無料）

　精神科医による無料の個別相談を開催し
ています。悩みや不安がある、イライラす
る、気分が沈むなど専門医のアドバイスが
必要なときは、お気軽にご相談ください。
ご家族のことでもご相談に応じます。個人
情報は遵守しますのでご安心ください。
　相談は無料、予約制です。都合によ
り日時・場所が変更となる場合があり
ますので必ず事前にお問い合わせくだ
さい。
▶�日時：１/23㊎、２/６㊎①13：00～②

14：00～③15：00～
※お１人あたり約45分
▶�場所：保健センター（松岡福祉総合セ

ンター内）
▶対象：町内在住の人
予約・問合せ  福井健康福祉センター

地域保健課　☎36ー3429

ママのためのおしゃべり
サロン講演会(離乳食相談)

（無料）

▶�日時：１/28㊌10：30～11：30
▶�場所：保健センター（松岡福祉総合セ

ンター内）
▶�講師：管理栄養士
▶�対象：町内在住の１歳未満児と保育者
※ 事前の申し込み不要。当日会場にお

越しください
問合せ  保健センター　☎61ー0111

無料法律相談

▶�日時日時：1/22㊍13：00～16：00：1/22㊍13：00～16：00
▶�▶�場所場所：松岡福祉総合センター（松岡吉：松岡福祉総合センター（松岡吉

野堺15－44）野堺15－44）
※相談時間は１人20分程度※相談時間は１人20分程度
※※事前に電話予約が必要です事前に電話予約が必要です
予約・問合せ

永平寺町社会福祉協議会　☎61ー6003

相続・遺言に関する
無料相談（予約不要）

▶�日時：2/１㊐～28㊏各日９：00～17：00
▶�場所：県内各司法書士事務所
※ 当会ホームページに名簿

一覧（最寄りの司法書士）
を掲載しています

《相談例》
• 登記名義人が先々代のまま
• �パートナーに全財産を相続させたい
• �相続人の中に行方不明の人がいて、遺
産分割協議ができない
•遺言書を作成したい
問合せ  福井県司法書士会
☎43ー0601　FAX 43ー0608
メール KYV01334@nifty.ne.jp

かさじぞうふれあい広場

▶�日時：１/21㊌16：00～
▶�場所：ふるさと学習館
▶�内容：清流地区手打ちそば、お餅三昧、

ものづくり、ゲームかるた大会
▶�協力費：こども無料、大人500円
予約・問合せ  事務局
☎090ー2377ー1799

永平寺町観光素材集
掲載店募集

　永平寺町観光素材集にお店の情報を
掲載しませんか？
　「小売」「飲食」「体験」掲載を希望の町内
事業者は商工観光課へご連絡ください。
▶�申込み締切：１/30㊎
※ 内容に変更のある場合にも連絡をお

願いします
※ 業種により掲載できな

いお店もありますので
ご了承ください

問合せ  商工観光課　☎61ー3921
メール kankou@town.eiheiji.lg.jp

上級救命講習（ふくい嶺北
連携中枢都市圏事業）
▶�日時：２/15㊐９：00～16：00（６時間）
▶�場所：福井市和田東２丁目2207　福

井市防災センター
▶�申込み開始：１/16㊎９：00～
申込み・問合せ

消防本部　☎63ー0119

満タン＆灯油プラス１缶運動

　地震や大雪などの災害時に備えて、
日ごろから車の燃料
が半分になったら満
タ ン に す る こ と や、
暖房用の灯油は１缶
多めに買い置くこと
を心がけましょう。
問合せ  福井県石油商業組合
☎34ー3151

教育資金支援給付金制度  
新規申請受付終了

　永平寺町では、子育て世帯の教育資
金負担を軽減することを目的に「教育資
金支援給付金制度」を実施してきました
が、今年度（令和７年度）をもって新規
申請の受け付けを終了することとなり
ました。
　今年度中は新規申請が可能ですので、
制度の利用希望者は、下記の期限まで
に申請手続きを行ってください。
▶�新規申請受付期限：３/31㊋まで
　すでに給付を受けている人の継続申
請については、引き続き受け付けます
ので、必要書類をご準備のうえ、例年
どおりお手続きください。
　詳しくは町ホームページからご確認
ください。
申請・問合せ

学校教育課　☎61ー3937

ホームページ

町ホームページ
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この町に、あなたの力を ４月採用予定 町職員募集
●募集期限：１月30日（金）17時15分まで　　●試験日時：２月15日（日）８時45分から

事務 消防 保育士
詳細はQRからご覧ください

問合せ：総務課
TEL：61－3941

補助�,���円最
大

【対象】永平寺町内在住者　　【内容】購入経費の１/２(上限2,000円)

自転車用ヘルメットを

で購入できます

　道路交通法では、自転車に乗るときは自転車用
ヘルメットの着用を努力義務としています。

詳細は
こちら

 問合せ  防災安全課　
TEL  61－3951

※購入から３か月以内の領収書が必要です

パブリックコメント募集

人権の花運動
　11月10日、福井人権擁護委員協議会永平寺町部会が、志比小
学校で人権の花運動を実施しました。この運動は、花を育てるこ
とを通して、助け合いや思いやりの心を育むことを目的としてい
ます。児童たちは、福井農林高校のお姉さんからレクチャーを受
け、花の苗をプランターへ植え替えた後、たっぷりと水やりを行
いました。児童たちは「丁寧に教えてもらって楽しかった」「これ
からお世話をするのが楽しみ」と話していました。

「第４次永平寺町地域福祉計画（案）」
「第３次永平寺町保健計画（健康増進計画・自殺対策計画）（案）」に関する

〇計画（案）の公表および意見募集期間
　１月16日（金）～１月30日（金）
〇計画（案）の公表場所と方法
　・福祉保健課（本庁１階）、保健センター（松岡福祉総合センター内）、各支所にて閲覧
　・町ホームページにて閲覧
〇ご意見の提出方法
　住所、氏名、電話番号を明記のうえ、次の方法で提出してください（口頭・電話は不可）。　　　
※様式は自由です
▶持参　福祉保健課、保健センター、各支所へ直接お持ちください
▶メール　地域福祉計画：fukushi@town.eiheiji.lg.jp　保健計画：e-hoken@town.eiheiji.lg.jp
▶FAX　61ー3464
▶郵送　〒910ー1192　永平寺町松岡春日１ー４　永平寺町役場福祉保健課宛

第4次永平寺町地
域福祉計画（案）

第3次永平寺町保健計
画（健康増進計画・自
殺対策計画）（案）

�問合せ  地域福祉計画／福祉保健課　 TEL  61－3920　　保健計画／保健センター　 TEL  61－0111
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※基本料金から50％割引

永平寺町民限定特別企画！

適用条件
●利用者の半数以上が町民のときに適用できます
●ご宿泊の場合、チェックインの日が３月20日から
　４月30日のときに適用できます
●電話ご予約のみ(0776)63－3001
ご注意
★ 一日一組限定のお宿です
★ご予約は先着順となります

子ども会に

親睦会に

スポーツ合
宿に

ちょっとし
た会合に

などなど

禅の里 笑来　永平寺町諏訪間４－11

※

休
前
日…

…

土
曜
日
、
祝
日
の
前
日

【宿泊使用料】（16時 ～ 翌10時）

一棟貸しのお宿

現在の予約状況

半額３
20
㊎㊗ ４

30
㊍～

宿泊人数 基本料金  企画時料金  
通常 休前日 通常 休前日 

2～4人 30,550円 38,190円 15,275円 19,095円 
5 人 33,610円 42,010円 16,805円 21,005円 

10 人 55,000円 68,750円 27,500円 34,375円 

6 人 36,660円 45,830円 18,330円 22,915円 
7 人 39,920円 49,900円 19,960円 24,950円 
8 人 44,000円 55,000円 22,000円 27,500円 
9 人 49,500円 61,870円 24,750円 30,935円 

11 人 60,500円 75,620円 30,250円 37,810円 
12 人 66,000円 82,500円 33,000円 41,250円 
13 人 71,500円 89,370円 35,750円 44,685円 
14 人 77,000円 96,250円 38,500円 48,125円 
15 人 82,500円 103,120円 41,250円 51,560円 

�問合せ  住民税務課　 TEL  61－3945

『広告チラシで折るごみ箱』で便利＆エコ
　新聞を購読するとチラシがたくさん入ってきますね！そのまま資源ごみとし
て出すのもいいですが、「チラシでごみ箱」にするとキッチンで料理中に出る「野
菜くず」などの処理が簡単にできて便利です。よく乾かしてそのまま燃えるごみ
として出せば袋も軽くなり、排出量の削減にもなって一石二鳥です。

◎ごみ箱の折り方
とっても
簡単！

チラシを半分に
折ります

こんなふうに
なります

真ん中に向けて
両脇から折ります

同じように
反対側も折ります

耳になる部分を
外側へ折り 広げたらできあがり

真ん中で折って
折りすじをつけます

両脇からも折り
すじをつけます

③ですじをつけた
ところを内側に
折ります

②

⑥⑤

③

⑦

④

⑧ ⑨

①

▲家庭ごみの分別表

50音別
ごみ
分別表

　家庭から出るご
みの一例を50音順
に並べ、分別区分
を一覧表にしまし
た。ごみ分別にお
悩みのときにお役
立てください。
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 問合せ  福井年金事務所　 TEL  23－4518　　住民税務課　 TEL  61－3945

知っておきたい 国民年金
国民年金加入者には３つの被保険者の種別があります

※日本に住んでいる20歳以上60歳未満の人は、みなさん国民年金に加入することになっています

自営業者

農業者

学　生

無職の人

第１号被保険者といいます
ご自身で保険料を納めます（月額：１万7,510円）
★ 会社を退職した人は、役場窓口で加入手続きをお願

いします（離職票などをご持参ください）

会社員（厚生年金保険に加入）

公務員など（共済組合に加入）

第２号被保険者といいます
毎月の給料から保険料が天引きされます

第３号被保険者といいます
保険料を納める必要はありません

第２号被保険者に扶養されている
20歳以上60歳未満の配偶者で、
年収130万円未満、かつ配偶者の
年収の２分の1未満の人

日時日時　　２月11日(水・祝)10時～11時30分２月11日(水・祝)10時～11時30分
　　　(受付け９時30分～ )　　　(受付け９時30分～ )
場所　場所　松岡公民館４階ホール松岡公民館４階ホール
　　　（永平寺町松岡神明１ー129）　　　（永平寺町松岡神明１ー129）
内容　�内容　�松岡藩の成立とその構造、および城下町の特質な松岡藩の成立とその構造、および城下町の特質な

どについて、十二曲がりも含めて総合的に解説どについて、十二曲がりも含めて総合的に解説

第３回 永平寺町文化財講座 

「徹底解剖！松岡藩と城下町」

�申込み・問合せ   生涯学習課　TEL  61－3400

など

　永平寺町の地方創生の取り組みにご賛同いただき、企業版ふるさと納税による寄付をいただいた企業を紹介
します。（令和７年４月～10月）
  寄付事業：永平寺町への新しい人の流れをつくる事業　
●福井永平寺ブルーサンダー活動支援
・ラニイ福井貨物株式会社
・株式会社加藤機業場 
・株式会社ミタス
・株式会社野村塗装店
・ユニフォームネクスト株式会社
・株式会社ぼんた
・轟産業株式会社
・福井順化商事株式会社
・フリックイン福井株式会社
・株式会社北川
・サイト建設株式会社
・株式会社サンワ中部

●移住定住事業
・株式会社塚田商事
・株式会社日本能率協会マネジメントセンター

●保健体育総務諸経費
・株式会社天晴データネット

●観光振興事業
・株式会社サワヤ
・常磐精工株式会社

　上記のほかにも２社からご寄付いただいております。
　ご寄付は、ご意向に沿った形で、地域のさらなる発展の
ため、有効に活用させていただきます。

�問合せ  総務課　 TEL  61－3941

企業版ふるさと納税による寄付（総額2,570万円）をいただきました

▲詳しくはこちら
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お詫び
と
訂正

広報永平寺12月号P20に掲載した氏名に誤りがありました。お詫びして訂正します。

福岡　優 福岡　勝
防火標語コンクール「危険物標語」最優秀作品

問合せ　防災安全課　TEL：61－3951

永平寺町では個別避難計画の取り組みを進めています
対 象 者
●優先度の高い避難行動要支援者
●要介護３～５の高齢者
●身体障害者手帳 1級・2級所持者
●知的障がい者
●一人暮らし・老々世帯の高齢者
●ハザードマップで危険な区域に居住する人など
●難病患者

「個別避難計画」を、
動画でわかりやすく
紹介中！

個別避難計画取組集落75集落
　　　　松 岡 地 区　37集落
　　　　永平寺地区　23集落
　　　　上志比地区　15集落
個別避難計画作成件数　400件

進捗状況
（令和７年11月30日現在）

動画

誤 正

　放課後児童クラブは、町内小学校区ごとに７か所設けられています。ここでは、両親や同居および
校区内の祖父母が、就労などのために放課後に児童を見守ることができない、町内の小学校に在籍す
る１年生から６年生までの児童をお預かりするところです。
　令和８年４月以降の入会申請の受け付けを開始しますので、入会を希望される場合は、期間内に申
請をお願いします。※毎年の更新が必要です。
【設置場所】
・松岡第１児童クラブ（１年生）（松岡小学校内）
・松岡第２児童クラブ（２～６年生）（松岡小学校内）
・御陵児童クラブ（御陵小学校体育館内）
・ 吉野児童クラブ（吉野地区コミュニティ消防セン

ター内）
・志比南児童クラブ（志比南小学校内）
・志比児童クラブ（永平寺町役場永平寺支所内）
・上志比児童クラブ（やすらぎの郷内）

【入会申請書の入手】
　子育て支援課・各児童クラブ・ホームページ
【申請書の提出先】
　各児童クラブ
【添付書類】　雇用証明書など
【申込み期間】　１月13日（火）～１月30日（金）

※ 詳細については、小学校または幼児園・幼稚園を通じて対象児童に配布した入会案内をご覧になるか、
子育て支援課にお問い合わせください。

�問合せ   子育て支援課　TEL  61－7250

�問合せ  福祉保健課　TEL  61－3920

▲詳細はこちら

令和７年に88歳を迎えたみなさま
「永平寺温泉禅の里利用券」をご利用ください

　令和７年に88歳を迎えたみなさまに、米寿のお祝いとして、永平寺温泉禅の里の利用券・お食事券
をお送りしています。ご家族と一緒の利用や、お食事のみの利用も可能です。
発送時期　令和７年９月に発送済み
対象者　　昭和12年１月～12月生まれで、令和７年９月15日時点でご存命の人
利用期限　９月30日（水）まで

令和８年度
放課後児童クラブ入会のご案内
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お詫び
と
訂正

広報永平寺12月号P20に掲載した氏名に誤りがありました。お詫びして訂正します。

福岡　優 福岡　勝
防火標語コンクール「危険物標語」最優秀作品

問合せ　防災安全課　TEL：61－3951

永平寺町では個別避難計画の取り組みを進めています
対 象 者
●優先度の高い避難行動要支援者
●要介護３～５の高齢者
●身体障害者手帳 1級・2級所持者
●知的障がい者
●一人暮らし・老々世帯の高齢者
●ハザードマップで危険な区域に居住する人など
●難病患者

「個別避難計画」を、
動画でわかりやすく
紹介中！

個別避難計画取組集落75集落
　　　　松 岡 地 区　37集落
　　　　永平寺地区　23集落
　　　　上志比地区　15集落
個別避難計画作成件数　400件

進捗状況
（令和７年11月30日現在）

動画

誤 正

住み慣れた地域で安心できる暮らしを
続けていくために

�問合せ   地域包括支援センター　TEL  61－6166　　福祉保健課　TEL  61－3920

　認知症カフェは、介護者、地域のみなさん、どなたでも自由に参加できます。認知症や病気
の不安、介護方法などお茶を飲みながら話をしませんか。

今月の認知症カフェ　開催日

カフェ名 月　日 時　間 場　所
茶まのおもてなし １月21日（水）、２月４日（水） 13時～16時 勝山屋（松岡薬師１−124）
えきなかカフェ １月22日（木） 13時～15時 永平寺口旧駅舎　地域交流館

みんなのサロン
２月４日（水） 10時～13時 上志比公民館
１月23日（金） 10時～13時　 松岡公民館

りんごの木café １月14日（水）、28日（水） 13時30分～15時 りんごの木（松岡松ケ原１−308）

　今回は、在宅生活を継続するために自分が暮らしている地域の地域包括ケアシステムについてご紹介します。

　地域包括ケアシステムとは、高齢者が要介護状態になっても住み慣れた地域
で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるように、住まい・医
療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される支援体制を構築する仕組みです。

地域包括
ケアシステム

　在宅でも安心して療養生
活が送ることができるよう

に「かかりつけ医」を中心に、訪問診療
や往診を含め、訪問看護、歯科医師、
薬剤師との連携を充実し支えています。

医療 　介護が必要になっても、在宅で生活を続
けることができるように、訪問介護、通所

介護などのサービスを充実させています。また、通所、
訪問、お泊りを合わせた小規模多機能型居宅介護など
「地域密着型サービス」の施設整備をしています。

介護

　一人暮らしや認知症の高齢者の生活を支援するさまざまな生活支援
や財産管理など権利擁護の支援を行っています。

　地域で、安心して暮らし続けるためには、ご近所の力「見守り・支え合い」が重要です。

生活支援

　筋力トレーニング教室や生き生き百歳体操などの介護予防教室や
サロンなどの活動を通じて介護予防を推進しています。

介護予防

地域包括支援
センター
（℡61-6166）
高齢者のための
総合相談窓口で
す。介護や介護
予防、医療や福
祉などあらゆる
分野の相談を受
け付け、在宅生
活に必要な支援
をコーディネー
トします。

連携

相談

支援 住まい

福祉保健課　TEL  61－3920　FAX  61－3464　

　住み慣れた地域での生活を継続して送るため、在宅での医療や介護についての地域包括ケアシステムについて、
地区説明会を開催します。
　福祉保健課に連絡いただければ、おうかがいしご説明します。区長をはじめ、地域のみなさんからのご連絡をお
待ちしています。今後到来する超高齢社会をどう生きていくか、家族、ご近所、地域のみなさんと一緒に考えましょう。

地域包括ケアシステム地区説明会
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　 保 健 通 信保 健 通 信

申込み・問合せ���保健センター・いきいき健康室（松岡福祉総合センター内）�TEL.61ー0111

　11月９日に
開催された「南
地区ふるさと
フェスタ」に食
生活改善推進
員が参加しま
した。塩分控
えめの「大豆わ
かめごはん」や、栄養満点のきなこをたくさん
使用した「きなこあめ」の試食を提供し、省塩(減
塩)や食生活について紹介しました。試食した人
からは「塩分が控えめには思えない、おいしい」
などの声が聞かれました。

食生活改善推進員は食生活を通じた健康づくりの
担い手として、地域で活動しているボランティア
団体です。「食改さん」の愛称で、「私たちの健康
は私たちの手で」をモットーに、仲間と一緒に楽
しく活動をしています。

乳幼児健診日程
健診・相談内容 対象児 日　程 受付時間 場　所

育児相談 令和７年９月～10月生まれ ２月10日（火） ９～11時

保健センター１歳６か月児健診 令和６年５月１日～６月15日生まれ １月14日（水）
13～14時

３歳児健診 令和４年11月１日～12月15日生まれ ２月20日（金）

今年の健診
がん検診は受けましたか？

● 健診場所　各がん検診・健診指定医療機関
　（各医療機関への予約・各種受診券が必要です）
※今年度の集団検診は終了しました
　各種受診券は５月下旬に発送しています。
○がん検診
　昭和21年３月31日以前に生まれた人、および
要介護認定を受けている人で、個別がん検診の受
診を希望する人は、がん検診受診券を発送します
ので保健センター（TEL 61ー0111）までお申し込
みください
○�特定健診（40歳〜74歳で永平寺町国民健康保険
被保険者）

　問合せ：住民税務課（TEL 61ー3945）
○�高齢者健診（福井県後期高齢者健康保険被保険者）
　問合せ：保健センター（TEL 61ー0111）

　予防の徹底をお願いします。
【予防方法】
１. 手洗い・うがい　２. 人込みを避ける
３. 適度な湿度を保つ　４. 栄養と休息を十分に取る
【もしかかってしまったら】
●�早めに医療機関を受診(重症化予防だけでなく、周
囲の人へうつさないためにも重要)。受診前には必
ず連絡をしてください
●�十分な睡眠・水分補給、安静にすることやバランス
の取れた消化のよい食事、外出を避けるといった点
に気を付ける
●マスク着用
　永平寺町ではインフルエンザ予防接種費用助成事業
を実施し、早めの接種をおすすめしています。

接種期限：令和８年１月31日(土)まで
●高齢者のインフルエンザ助成
対象者：①予防接種日に65歳以上の人
　　　　② 60歳以上65歳未満で心臓、じん臓、呼吸

器およびHIVによる免疫機能障害で身体障
害者手帳１級の人

接種料金：2,000円

●子どものインフルエンザ助成
対象者：１歳以上中学３年生までの人
助成内容：１回につき1,000円助成。１人２回まで
※ただし13歳以上は１人１回まで

福井県内でインフルエンザが流行しています

歯周疾患健診はお済みですか？
　むし歯や歯周病を防ぎ、歯やお口の健康
を維持することは、生活習慣病をはじめとするさまざま
な病気を予防し、健康寿命を延ばすことにつながります。
　いつまでも健康な生活を送るために、歯周疾患健康
診査を受診しましょう。

実施期間：令和８年２月28日（土）まで
対象者： 令和８年３月31日時点で20歳・30歳・40歳・

50歳・60歳・70歳の町民
通知： 対象者に受診券と歯周疾患健康診査票などを郵

送しています
費用：無料
実施場所： 指定医療機関（通知に同封の一覧表をご覧ください）
※ 受診券を紛失した人は保健センターまでお問い合わせください

令和８年２月28日（土）まで実施期間

食生活改善推進員活動レポート

詳しくは永平寺町ホームページ→
「高齢者インフルエンザ・新型コロナワクチン予防接種」

詳しくは永平寺町ホームページ→
「子どものインフルエンザ予防接種の助成」

受診期限が
迫っています

【商品へのこだわり】
　九頭竜川の清流で育まれた最高級の天然鮎を、１年間を通して
みなさまに振る舞いたい。真空パックで提供することで、季節を
問わず楽しんでいただくことができます。鮎の一夜干し開きは素
材の旨味を感じられる逸品に仕上がっています。鮎の甘露煮は、
甘味と鮎の旨味が凝縮した味となっています。

【みなさまへのメッセージ】
　町の真ん中を流れる大きな九頭竜川の恵みを、全国に知ってもらいたいと思い、町のブランド
に認定していただきました。手と心を込めて、自信を持って提供いたします。

検 索 ＳＨＯＪＩＮ　永平寺町 問合せ   ブランド戦略室(商工観光課内) TEL　６１－３９２１

永平寺町ブランドSHOJIN認定品の魅力
　永平寺町ブランド「SHOJIN」について、もっと広く知っていただくため、SHOJINの認定事業
者のみなさまに、商品のこだわりなどについてお聞きしました。

九頭竜天然鮎茶屋さぎり屋
精進　九頭竜川産　鮎の甘露煮

精進　九頭竜川産　鮎の一夜干し開き

３つの酒蔵巡りと
地酒Bar inえい坊館

伝統の「エバ漁」見学

ESHIKOTO（黒龍酒造） 吉峯蔵（𠮷田酒造）

地酒Bar

田辺酒造

　12月６日、まちづくり株式会社ZENコ
ネクトが町内にある3つの酒蔵を巡る「酒
蔵バスツアー」と、えい坊館での交流イベ
ント「地酒Bar」を開催。県内外から29名が
参加しました。
　酒蔵バスツアーでは、蔵元や担当者の丁寧な説明を聞きながら試飲を楽しんだり、質問
をしたりと、和やかな雰囲気で見学。夜に行われた地酒Barでは、蔵ごとの個性や地酒の味
わいについて語り合い、初めて会った人同士も自然と会話が弾む、温かい交流の場となり
ました。参加者からは「３つの蔵の個性に触れて、永平寺町の魅力を再発見した」「日本酒の
楽しみ方がさらに広がった」「また企画してほしい」といったうれしい声が寄せられました。

　九頭竜川中部漁業組合などでつくる「九頭竜川アラレガコ
伝統文化を守る会」が、12月14日、九頭竜川に生息する淡水
魚「アラレガコ」について学ぶ「ふくい・アラレ学校」を開催し、
町内外から33名が参加しました。
　九頭竜川流域防災センターで、
九頭竜川の中流域がアラレガコ
の生息地として天然記念物に指
定されていることなどを学んだ
後、五松橋下流で、伝統的な漁
「エバ漁」を見学。残念ながらア

ラレガコはかかっていませんでしたが、参加者はクレーンを使って約３ｍの円すい形の竹か
ごを川から引き上げる様子を興味深そうに見ていました。最後には、九頭竜天然鮎茶屋さぎ
り屋に移動し、アラレガコの唐揚げや甘露煮、葉っぱ寿司や鮎の甘露煮を味わいました。エバ漁を見るために長野県か
ら足を運んだという下山諒さんは「文献でエバ漁について知っていたが、目の前で見ることができ、感動した。この激流
の中、３ｍも大きさのあるしかけを使った漁を昔は人の手でやっていたことに驚いた」と話していました。

アラレガコの唐揚げと甘露煮
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アラレガコの唐揚げと甘露煮
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ふるさと永平寺町の魅力を探究町内中学１年生が
　12月５日、町内３中学校の１年生が集い、ふるさと永平寺町につ
いて調べたことを発表。発表者に質問や感想などを話し、３中学校
がコミュニケーションをとりながら町全体に興味を広げました。生
徒たちは発表や感想の中で「今回知った行ったことのない場所に行っ
てみたい」「えいへいじ愛を深め、魅力をいろんな人に伝えたい」「ボ
ランティア活動に参加したい」と話していました。
　また、発表会後には町内の小学３年生から中学３年生で構成され
る永平寺町検定実行委員会が作成した「永平寺町検定○×クイズ」に
全員で参加しました。

自衛隊音楽隊が演奏指導

AKOMEYA TOKYO 町産いちほまれのPR販売
　11月22日・23日に、AKOMEYA TOKYO in la kagūにおいて、生産者による「永平寺町
産いちほまれ」のPR対面販売を実施しました。生産者のみなさんが、いちほまれへの思いや生

産地の特徴について説明しながら、来場者にいちほまれ
の試食を配布すると、試食されたみなさんから「おいし
い！」と声をかけられていました。
　また、会場にはいちほまれキャラクターの米袋くんや、
えい坊くんも登場。永平寺町産地フェアとして、SHOJIN
ブランドの試食販売や、いちほまれを使用した米こうじ
甘酒づくりのワークショップも実施しました。
　今回のイベントは、永平寺町いちほまれの里推進協議
会とSHOJIN協議会、JA、ふくい米ブランド化推進協議
会、町が連携し、産地を盛り上げるために実施しました。
今後も、関係者がより連携しながら「永平寺町産いちほま
れ」をPRしていきます。
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　12月13日、翌日の町内でのコンサートを前に陸上自衛隊第10
音楽隊の隊員30名が、永平寺中学校吹奏楽部の生徒10人に演奏指
導をしてくださいました。まずは楽器ごとに個別指導を受けた生
徒たち。「音を鳴らすだけではなく、どんなふうに音を出したいか
想像してみて」「音をポーンと遠くに投げるイメージで」などの隊員
からのアドバイスを、大きくうなずきながら聞いていました。
　個別指導後には月末に控えるアンサンブルコンテストに出場す
る２グループに分かれて、改善点などを教わりました。木管楽器
のグループでは隊員が生徒とともに演奏しながら、息継ぎの方法
や抑揚の付け方などを丁寧にアドバイス。２年の村中志帆さん（テ
ナーサックス）は「楽しんで演奏できた。今まで意識していなかっ
たアレンジの方法を知ることができた」と笑顔で話していました。

(左から)吉田正尚選手、山田修義投手、西野真弘内野手、
杉本裕太郎外野手、山崎颯一郎投手

憧れの選手を前に目を輝かせながら話を聞く児童

山田選手（左から２番目）から「プロ野球選手を目指して頑張って」と言われ、児童らはにっこり

西野選手からサインをもらう児童「送球しやすいようにするにはどうしたらいいの？」など、質問が止まらない児童たち

プロ野球選手に
大興奮！

中学生に打撃・守備指導福井工大硬式野球部
   12月６日、福井工業大学硬式野球部の野球教室
が、金井学園カール・マイヤーグラウンドの室内練
習場で行われました。町内中学校の野球部員が、元
プロ野球選手の町田公二郎監督や学生から打撃や守
備、走塁などの技術指導を受けました。
    町田監督は「うまくなるためには継続することが
大事。気持ちが前向きになるようたくさん食べて、
元気を出して頑張って」と生徒たちにエールを送り
ました。福井工大３年の山田久敬さんは「子どもた
ちはたくさん質問し、楽しそうにプレーしていた。
これをきっかけに野球がもっと楽しくなって、福井
工大で野球をしたいと思ってくれるとうれしい」と
話していました。

　子どもたちに野球の楽しさをより感じてもらおうと、昨年に引き続き
現役プロ野球選手を招いた少年野球教室を、12月11日、松岡上吉野に
ある金井学園カール・マイヤーグラウンド室内練習場で開催しました。
指導したのは米大リーグ・レッドソックスの吉田正尚選手(福井市出身)
と、オリックス・バファローズの山田修義投手(福井市出身)、山崎颯一

郎投手、西野真弘内野手、杉本裕太郎外野手。町内の少
年野球の小学３年から６年生ら33人が参加し、キャッチ
ボールの後、投手、打撃、守備の指導を受けました。
　現役選手らから一流の
技術を教わった児童たち。
志比小学校５年生の酒井
大輝さんは「キャッチボー
ルひとつでも適当にする
のではなく、球を取ると
きに投げること・次につ
なげるを意識するといい
と教わった。練習が大事
だと感じた」と語っていま
した。
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ふるさと永平寺町の魅力を探究町内中学１年生が
　12月５日、町内３中学校の１年生が集い、ふるさと永平寺町につ
いて調べたことを発表。発表者に質問や感想などを話し、３中学校
がコミュニケーションをとりながら町全体に興味を広げました。生
徒たちは発表や感想の中で「今回知った行ったことのない場所に行っ
てみたい」「えいへいじ愛を深め、魅力をいろんな人に伝えたい」「ボ
ランティア活動に参加したい」と話していました。
　また、発表会後には町内の小学３年生から中学３年生で構成され
る永平寺町検定実行委員会が作成した「永平寺町検定○×クイズ」に
全員で参加しました。

自衛隊音楽隊が演奏指導

AKOMEYA TOKYO 町産いちほまれのPR販売
　11月22日・23日に、AKOMEYA TOKYO in la kagūにおいて、生産者による「永平寺町
産いちほまれ」のPR対面販売を実施しました。生産者のみなさんが、いちほまれへの思いや生

産地の特徴について説明しながら、来場者にいちほまれ
の試食を配布すると、試食されたみなさんから「おいし
い！」と声をかけられていました。
　また、会場にはいちほまれキャラクターの米袋くんや、
えい坊くんも登場。永平寺町産地フェアとして、SHOJIN
ブランドの試食販売や、いちほまれを使用した米こうじ
甘酒づくりのワークショップも実施しました。
　今回のイベントは、永平寺町いちほまれの里推進協議
会とSHOJIN協議会、JA、ふくい米ブランド化推進協議
会、町が連携し、産地を盛り上げるために実施しました。
今後も、関係者がより連携しながら「永平寺町産いちほま
れ」をPRしていきます。
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　12月13日、翌日の町内でのコンサートを前に陸上自衛隊第10
音楽隊の隊員30名が、永平寺中学校吹奏楽部の生徒10人に演奏指
導をしてくださいました。まずは楽器ごとに個別指導を受けた生
徒たち。「音を鳴らすだけではなく、どんなふうに音を出したいか
想像してみて」「音をポーンと遠くに投げるイメージで」などの隊員
からのアドバイスを、大きくうなずきながら聞いていました。
　個別指導後には月末に控えるアンサンブルコンテストに出場す
る２グループに分かれて、改善点などを教わりました。木管楽器
のグループでは隊員が生徒とともに演奏しながら、息継ぎの方法
や抑揚の付け方などを丁寧にアドバイス。２年の村中志帆さん（テ
ナーサックス）は「楽しんで演奏できた。今まで意識していなかっ
たアレンジの方法を知ることができた」と笑顔で話していました。
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☆おおた りおちゃん☆

☆やまざき ちあきちゃん☆

こんにちは
食改です

じゃがいものミルク煮

　お子様にもおすすめのやさしい味
わい♡ 家族みんなに喜ばれる温か
い一品です。ぜひお試しください。

　食生活改善推進員は、各地区で
健康料理について活動しています。
お気軽にお問い合わせください。
　（保健センター　61ー0111）

自然動態

生産年齢人口（15歳以上65歳未満）の割合　【現在】 56.7%　【１年前】 56.7%

社会動態

17,504
8,534
8,970
6,695

17,510
8,535
8,975
6,708

12
７
５

+11
+５
+６

-17
-11
-６

-５
-４
-１

40
17
23

-２９
-12
-17

+６
+１
+５
+13

-145
-88
-57
+57

人口（人）

男（人）

女（人）

世帯数（世帯）

11/１現在 出生 死亡 計 転入 転出 計
前月比 １年前と

比べると
R７

12/１現在
R7町の人口

摂取できる
野菜量約100g

1 じゃがいも・にんじん・キャベツはさいのめに切り、
鍋に入れる。具材がつかるように牛乳と水を加え、火
にかける。煮立ったらコンソメを加え弱火で７～８分
煮る

2 やわらかくなったらこしょうで味を調え、器に盛り付ける

材料（１人分/４人分）
じゃがいも .....60g／240g
にんじん ............20g／80g
キャベツ ............20g／80g
牛乳 .............50cc／200cc
水 .......................適量／適量
コンソメ .....小１/２／小２
こしょう ...........適量／適量

作り方
（１人分エネルギー105kcal　タンパク質2.9g　塩分1.0g）

☆むらひがし あづなちゃん☆

☆いわもと ゆうなちゃん☆

ウエディング
(11月届出順・敬称略)

♥吉田 仁臣（浅見）
♥山田 愛梨（坂井市)

石上
松岡芝原３
松岡上吉野
鳴鹿山鹿
浅見
松岡春日３

南部二三男
小林　照子
前田　嘉秋
萩澤フサ子
紙谷　正則
南　　了元

（92歳）
（95歳）
（80歳）
（92歳）
（83歳）
（83歳）

諏訪間
諏訪間
東古市
谷口
松岡末政
牧福島

坪川美和子
三好ミツヱ
伊藤　博明
和田　秀子
松浦　　榮
前田　尚和

（90歳）
（102歳）
（91歳）
（84歳）
（97歳）
（70歳）

おくやみ
(11月届出順・敬称略)

佐野 翠芭ちゃん
(２才）松岡松ケ丘

さの すいは

お歌が大好きな翠芭ちゃん♪

沢山いろんな歌を覚えて歌っ

てくれるね！今度は一緒にカラ

オケ行って歌おーね┏

伊藤 志津樹ちゃん
(２才）松岡木ノ下

いとう しづき

お兄ちゃん大好き！かけっこ

大好き！何より食べるの大

好き！我が家 1 の食いしん

坊です┏♡

赤ちゃん
(11月届出順・敬称略)

★岩本 夕奈（ゆうな）......女
　保護者（春介・里依子）／京善
★山田 彩陽（あお）........男
　保護者（亘陽・美沙輝）／清水
★兼定 睦空（りく）........男
　保護者（尚矢・紗耶香）／松岡木ノ下１
★山﨑 千晃（ちあき）.......男
　保護者（智之・麻衣）／松岡観音３

★村東 京和（あづな）......男
　保護者（朋弥・聖奈）／けやき台

★坂本 陽（はる）..........男
　保護者（岳洋・ゆうき）／松岡春日２

★松田 琴芭（ことは）......女
　保護者（純・尚美）／松岡神明３

★太田 莉緒（りお）........男
　保護者（栄心・和奈）／花谷

★中村 栞（しおり）........女
　保護者（公彦・早苗）／栃原

おもしろ大根 採れました～♪
　12月２日、加藤庸夫さん（光明寺）が大根を収穫していたところ、畑
からくねっと足を組んだような大根が。「土から抜いてみたら、おも
しろい形の大根がひょっこり。妻と一緒に大笑いしました」と笑顔で
話していました。

●広報永平寺では、町民のみなさまからの心温まるニュースを募集し
　ています。総合政策課（TEL：61－3942）までご連絡ください
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全国学生コンクール
マカロン日本一

内藤桃菜さん（松岡松ケ原）

マカロン日本一となった内藤桃菜さん（右から２番目）

全国１位に輝いた「和華～柚子と味噌　野菜の恵み」と題したマカロン

　天谷調理製菓専門学校に通う内藤桃菜さん（松岡松ケ
原）が、全国の調理・製菓専門学校の学生対象の第３回
全日本学生マカロンコンクールで１位に輝き、11月13
日、役場本庁を訪れ、河合町長に喜びを報告しました。
　１次審査通過者で競う決勝大会が11月４日に東京都
内で行われ、内藤さんは「和華～柚子と味噌　野菜の恵み」と題したマカロンを出品。外側の生地をかぼちゃとほうれ
ん草をマーブル模様にして焼き上げ、真ん中には柚子を効かせたキャラメルとほうれん草のクッキー、周りはかぼ

ちゃと白みそのバタークリームで包んであります。
　高校在学中に調理師免許を取得し、旅館で日本料理
の調理をしていたという内藤さんは、９月にあった県
日本料理創作技術コンクールで福井市長賞（２位）を獲
得しています。日本料理の経験を生かし、野菜の魅力
を伝えたいとう思いから、和のマカロンを考案したと
いう内藤さん。「にがさと甘さを組み合わせたくて、試
行錯誤を繰り返した」とし、「ほかの参加者の作品には、
自分にない発想の物もあり刺激になった。もっと勉強
していろんな技術を身に着けて、食べた人を笑顔にす
る日本料理人になりたい」と話していました。内藤さん
の研鑽はまだまだ続きます。

永平寺町公式
YouTube

　町政情報や町内のイ
ベント情報などをはじ
め、町に関する紹介動
画をお届けします。

サクラマス放流

九頭竜川にてサクラ
マスの稚魚を放流

天龍寺

秋の紅葉が絶景！
松平昌勝と松尾芭
蕉のゆかりの地

鳴鹿大堰

鹿のデザインで作
られた九頭竜川の
流水を管理し環境
と安全を守る堰

わくわくRiverCAN

九頭竜川と鳴鹿大
堰について楽しく
学べる展示や体験
ができる

永平寺町の紅葉

赤く色づき冬の訪
れを知らせる紅葉
の景色

九頭竜天然鮎茶屋 さぎり屋

九頭竜川の新鮮な
食材を使った絶品
料理

興行寺

蓮如上人ゆかりの地
で、 樹齢350年以上
の枝垂れ桜とイチョ
ウが絶景

永平寺ダム

永平寺川上流の永
平寺ダムから見え
る山の絶景

ダイバーシティ・ミーティング2025 
in 福井県立大学
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